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審査員奨励賞

2012年
第18回函館港イルミナシオン映画祭
第16回シナリオ大賞受賞作品

ダーレンスキーの
奇跡の夜
ダーレンスキーの
奇跡の夜
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【
作
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

た
も
り　

じ
ゅ
ん
や

昭
和
四
十
九
年
・
札
幌
市
生
ま
れ
。
札
幌
市
内
の
中
学
・
高
校
・

大
学
を
卒
業
し
、
大
学
時
代
に
映
画
の
脚
本
を
書
い
て
み
よ
う

と
突
然
思
い
立
つ
。
第
三
回
函
館
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
映
画
祭
で

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
。
山
形
県
の
児
童
演
劇
脚
本
募
集
、
佳

作
入
賞
。
そ
の
後
、
脚
本
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
、
し

ば
ら
く
冬
眠
し
た
の
ち
、
二
、三
年
前
か
ら
再
び
書
き
始
め
る
。
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【
あ
ら
す
じ
】

　

異
国
情
緒
溢
れ
る
函
館
の
街
を
舞
台
に
、
現
代

と
昭
和
初
期
の
函
館
大
火
の
時
代
が
交
錯
す
る
物

語
で
あ
る
。

　

物
語
の
主
人
公
は
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ダ
ー
レ
ン

ス
キ
ー
・
山
縣
と
い
う
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
り
、

映
画
監
督
で
も
あ
る
謎
の
日
系
ロ
シ
ア
人
だ
。

　

彼
は
錦
輝
館
と
呼
ば
れ
る
活
動
写
真
の
常
設
館

を
経
営
し
、
あ
る
時
は
マ
ジ
ッ
ク
で
生
計
を
た
て

て
い
た
。

　

ハ
ル
キ
と
い
う
少
年
は
、
母
親
を
早
く
に
亡
く

し
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
に
ゆ

だ
ね
て
い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
函
館
か
ら
ア
ナ
ベ
ラ
と
い
う

女
性
が
函
館
に
来
る
こ
と
を
知
っ
た
、
ハ
ル
キ
の

友
人
で
あ
る
サ
ト
ル
は
、
ハ
ル
キ
を
誘
い
、
ア
ナ

ベ
ラ
に
会
い
に
行
こ
う
と
画
策
す
る
。

　

実
は
サ
ト
ル
は
以
前
、
錦
輝
館
で
中
売
り
を
し

て
い
て
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
葉
巻
を
盗
ん
だ
ば

っ
か
り
に
、
ク
ビ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経

緯
を
持
つ
。

　

果
た
し
て
サ
ト
ル
は
無
事
に
ア
ナ
ベ
ラ
に
会
う

こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

函
館
大
火
の
少
し
前
、
ア
メ
リ
カ
の
児
童
施
設

か
ら
、
二
十
三
体
の
人
形
が
子
ど
も
た
ち
に
贈
ら

れ
る
。

　

そ
の
う
ち
の
一
体
が
、
タ
カ
コ
と
い
う
少
女
に

贈
ら
れ
た
。
そ
の
名
前
は
『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』。

　

タ
カ
コ
は
小
学
校
の
音
楽
室
で
大
事
に
保
管
さ

れ
て
い
る
そ
の
人
形
の
こ
と
が
い
つ
も
頭
か
ら
離

れ
な
い
。
い
つ
も
授
業
中
に
人
形
の
服
を
編
ん
で

い
た
の
だ
。
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【
登
場
人
物
】

タ
カ
コ（
10
）	

物
語
の
主
人
公
。

ハ
ル
キ（
10
）	

母
を
亡
く
し
た
少
年
。

サ
ト
ル（
11
）	

ハ
ル
キ
の
友
人
。

ユ
ウ
ジ（
38
）	

ハ
ル
キ
の
父
親
。

エ
イ
ジ（
42
）	

タ
カ
コ
の
父
親
。

ア
ナ
ベ
ラ（
30
）	

魅
惑
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。

オ
オ
コ
ウ
チ（
50
）	

ア
ナ
ベ
ラ
の
通
訳
。

マ
リ
ア（
18
）	

ア
ナ
ベ
ラ
の
お
手
伝
い
。

ナ
ル
セ（
48
）	

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
付
き
人
。

ヒ
ト
ミ（
33
）	

ハ
ル
キ
の
母
親
。

シ
ズ
コ（
40
）	

タ
カ
コ
の
母
親
。

ミ
ゾ
グ
チ（
24
）	

タ
カ
コ
の
担
任
。

ア
ン
ド
レ
イ
・
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
・
山
縣（
？
）

謎
の
日
系
ロ
シ
ア
人
。

　

そ
ん
な
タ
カ
コ
に
は
病
弱
な
母
親
が
い
て
、
あ

る
日
、
タ
カ
コ
の
暗
い
顔
ば
か
り
見
て
い
た
母
親

が
、
活
動
写
真
を
見
に
行
く
よ
う
に
、
タ
カ
コ
に

薦
め
た
の
だ
。

　

し
か
し
そ
の
日
の
夜
、
函
館
大
火
に
よ
り
、
函

館
市
内
が
、
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
る
。

　

そ
ん
な
函
館
に
奇
跡
を
起
こ
し
た
ダ
ー
レ
ン
ス

キ
ー
の
物
語
で
あ
る
。
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○
タ
カ
コ
の
瞳
の
中

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
る
よ
う
に
、

瞳
の
瞬
き
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
・
タ
カ
コ

と
い
う
名
の
人
間
の
瞳
の
瞬
き
だ
。

そ
の
瞳
の
中
に
、
タ
カ
コ
の
遠
い
記
憶
の

風
景
が
、
次
々
と
映
し
出
さ
れ
る
。

以
後
、
瞬
き
の
奥
、
そ
の
瞳
の
中
に
映
る

記
憶
の
風
景
は
、
全
て
モ
ノ
ク
ロ
の
映
像

と
し
て
映
し
出
さ
れ
る
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
一
人
の
大
人
と

十
五
歳
ぐ
ら
い
の
少
年
の
姿
だ
。

ど
う
や
ら
そ
れ
は
、
一
人
は
ハ
ル
キ
と
言

う
少
年
、
そ
し
て
も
う
一
人
は
、
ハ
ル
キ

の
父
親
で
あ
る
、
ユ
ウ
ジ
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
ハ
ル
キ
と
ユ
ウ
ジ
の
向
こ
う
側
に
は
、

ぼ
ん
や
り
と
函
館
山
が
見
え
る
よ
う
だ
。

ハ
ル
キ
と
ユ
ウ
ジ
は
、
何
か
の
反
応
を
期

待
し
な
が
ら
、
タ
カ
コ
の
顔
を
覗
き
込
ん

で
い
る
よ
う
だ
。

両
手
を
振
り
、
タ
カ
コ
の
反
応
を
伺
っ
て

い
る
、
ハ
ル
キ
と
ユ
ウ
ジ
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
現
代
の
函
館
駅
前

の
街
並
み
だ
。

そ
こ
は
車
も
人
影
も
全
く
な
い
、
物
静
か

な
函
館
駅
前
。

た
だ
落
ち
葉
だ
け
が
、
風
に
舞
っ
て
い
る
。

路
面
電
車
が
、
交
差
点
を
曲
が
っ
て
い
く
。
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×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
走
っ
て
い
る
路
面

電
車
の
中
だ
。

乗
っ
て
い
る
の
は
、
ま
だ
若
い
二
人
の
男

女
だ
。

そ
れ
は
タ
カ
コ
と
ハ
ル
キ
の
二
人
だ
。

そ
し
て
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
、
風

変
わ
り
な
運
転
手
の
後
ろ
姿
。

肩
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
座
っ
て
い
る
、
タ

カ
コ
と
ハ
ル
キ
。

タ
カ
コ
は
、
そ
の
大
き
く
な
っ
た
お
腹
を

優
し
く
さ
す
っ
て
い
る
。

函
館
市
内
の
街
並
み
が
、
た
だ
た
だ
路
面

電
車
の
車
窓
の
外
を
流
れ
て
い
く
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
外
国
人
墓
地
だ
。

そ
の
中
に
あ
る
、
海
を
望
む
こ
と
の
で
き

る
、
一
つ
の
墓
石
。

そ
の
墓
石
に
は
、
こ
う
彫
ら
れ
て
い
る
。

『
ア
ン
ド
レ
イ
・
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
・
山
縣

こ
こ
に
眠
る　

ア
ナ
ベ
ラ
と
共
に
』

墓
石
の
前
に
、
花
束
を
供
え
る
、
タ
カ
コ

と
ハ
ル
キ
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
炎
に
包
ま
れ
て
い

る
函
館
の
街
だ
。

そ
れ
は
函
館
大
火
の
一
コ
マ
、
大
森
浜
方

面
を
望
む
大
火
だ
。

天
に
ま
で
届
く
ほ
ど
の
勢
い
の
炎
が
、
函
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館
の
街
の
中
を
恐
怖
に
包
み
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
青
い
目
の
人
形
、

そ
の
名
を
『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
と
呼

ば
れ
る
人
形
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
人
形
を
大
事
そ
う
に
抱
え

て
い
る
の
は
、
タ
カ
コ
と
い
う
名
の
少
女

だ
。

頭
に
バ
ラ
の
花
の
飾
り
を
添
え
、
ニ
ッ
コ

リ
と
微
笑
ん
で
い
る
、
タ
カ
コ
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

　
　
　

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
大
火
に
包
ま
れ
て

炎
上
し
て
い
る
、
第
二
東
川
小
学
校
の
校

舎
だ
。

炎
の
勢
い
で
、
無
惨
に
も
崩
れ
落
ち
て
い

く
校
舎
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
炎
に
包
ま
れ
て
い

る
、
第
二
東
川
小
学
校
の
音
楽
室
の
中
だ
。

ピ
ア
ノ
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
、
シ
ョ
ウ

ケ
ー
ス
の
中
に
あ
る
『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』

に
、
今
に
も
火
が
つ
き
そ
う
だ
。

そ
の
『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
の
姿
を
悲

し
み
の
表
情
で
見
つ
め
て
い
る
、
タ
カ
コ

の
顔
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
海
に
浮
か
ん
で
い

る
、
豪
華
客
船
だ
。
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そ
れ
は
ゆ
っ
く
り
と
、
函
館
港
に
入
港
し

て
く
る
。

大
勢
の
函
館
市
民
が
、
そ
の
豪
華
客
船
に

向
か
っ
て
、
歓
迎
の
旗
や
手
を
振
っ
て
出

迎
え
て
い
る
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
名
を
ア
ナ
ベ
ラ
と

い
う
、
一
人
の
ブ
ル
ネ
ッ
ト
の
フ
ラ
ン
ス

人
女
性
だ
。

清
楚
な
佇
ま
い
の
、
美
し
さ
を
際
だ
た
せ

た
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
だ
。

タ
ラ
ッ
プ
が
函
館
港
に
下
ろ
さ
れ
、
函
館

市
民
に
手
を
振
り
な
が
ら
、
船
か
ら
下
り

て
く
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
縞
模
様
の
シ
ル
ク

ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
一
人
の
少
年
・
サ
ト

ル
だ
。

葉
巻
を
く
わ
え
な
が
ら
活
動
写
真
の
映
写

機
を
回
し
て
い
る
、
サ
ト
ル
。

そ
こ
へ
突
如
と
し
て
つ
む
じ
風
が
舞
い
、

縞
模
様
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
が
、
風
に
運
ば

れ
て
い
く
。

慌
て
て
そ
れ
を
追
い
か
け
る
、
サ
ト
ル
。

し
か
し
そ
れ
は
ど
ん
ど
ん
と
風
に
運
ば
れ
、

空
高
く
高
く
舞
い
上
が
っ
て
い
く
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
懸
命
に
走
る
サ
ト

ル
の
姿
だ
。
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風
に
揺
ら
れ
、
上
下
左
右
に
舞
っ
て
い
る
、

縞
模
様
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
。

走
る
サ
ト
ル
。

風
に
揺
ら
れ
る
縞
模
様
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
。

勢
い
よ
く
飛
び
上
が
る
、
サ
ト
ル
。

縞
模
様
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
つ
か
ん
だ
よ

う
だ
。

風
に
揺
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
函
館
上
空
を
舞

い
上
が
っ
て
い
く
、
サ
ト
ル
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
メ
リ
エ
ス
の
映
画

に
出
て
く
る
よ
う
な
、
函
館
上
空
に
輝
く

満
月
だ
。

そ
し
て
函
館
上
空
を
舞
っ
て
い
る
サ
ト
ル
。

そ
の
サ
ト
ル
の
視
線
の
先
に
は
、
素
晴
ら

し
き
夜
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

月
に
ま
で
届
く
よ
う
に
舞
い
上
が
っ
て
い

く
、
サ
ト
ル
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
何
か
の
反
応
を
期

待
し
な
が
ら
覗
き
込
ん
で
い
る
、
ハ
ル
キ

と
ユ
ウ
ジ
の
姿
だ
。

た
だ
そ
の
姿
は
ぼ
や
け
て
い
て
、
ど
う
や

ら
タ
カ
コ
は
、
眠
り
に
落
ち
る
瞬
間
の
よ

う
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
瞳
は
閉
じ
ら
れ
…

や
が
て
暗
闇
が
覆
っ
て
い
く
…

○
瞳
の
中
の
暗
闇

そ
こ
は
ど
こ
を
行
っ
て
も
、
真
っ
暗
な
世
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界
。

深
い
眠
り
に
落
ち
た
、
タ
カ
コ
の
遠
い
記

憶
の
片
隅
だ
。

そ
こ
へ
画
面
中
央
に
、
一
つ
ま
た
一
つ
と
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
っ
て
い
く
。

ど
う
や
ら
そ
こ
は
、
ど
こ
か
の
ス
テ
ー
ジ

の
よ
う
だ
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

そ
こ
に
一
人
の
男
性
の
姿
が
現
れ
た
の
だ
。

そ
れ
は
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
・

山
縣
と
い
う
、
端
正
な
顔
立
ち
の
謎
の
日

系
ロ
シ
ア
人
だ
。

黒
ず
く
め
の
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
い
、
シ

ル
ク
ハ
ッ
ト
に
、
口
元
に
は
立
派
な
髭
を

蓄
え
、
葉
巻
を
く
わ
え
た
年
齢
不
詳
の
男

だ
。

そ
こ
へ
映
写
機
の
音
が
響
い
て
く
る
。

す
る
と
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
背
後
に
、
函

館
大
火
直
後
の
函
館
山
か
ら
見
え
る
、
函

館
の
街
並
み
が
映
写
さ
れ
る
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
取
り
、
深
々
と
頭
を
下

げ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
盛
大
な
拍
手
が
湧

き
起
こ
っ
て
く
る
。

頭
を
上
げ
、
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
中
に
、
ま

だ
燃
え
て
い
る
葉
巻
を
投
げ
入
れ
る
、
ダ

ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

火
が
つ
い
て
燃
え
始
め
る
、
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
。

大
き
く
息
を
吸
い
込
み
、
燃
え
て
い
る
シ

ル
ク
ハ
ッ
ト
に
向
か
っ
て
、
思
い
切
り
息

を
吹
き
か
け
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。
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す
る
と
次
の
瞬
間
…

○
メ
イ
ン
・
タ
イ
ト
ル

燃
え
上
が
り
灰
と
な
っ
た
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

が
、
何
百
匹
も
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
に
変
わ

っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
た
ち
が
向

か
っ
た
の
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
に
見
え

る
、
函
館
の
街
の
中
だ
。

そ
れ
ら
は
一
匹
一
匹
が
街
の
灯
り
と
な
り
、

函
館
山
か
ら
見
え
る
夜
景
を
形
作
り
、
そ

し
て
夜
空
に
は
、
メ
イ
ン
・
タ
イ
ト
ル
を

形
成
し
て
い
く
。

メ
イ
ン
・
タ
イ
ト
ル

『
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
奇
跡
の
夜
』

キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流

れ
、
そ
れ
に
続
い
て
、

○
テ
ロ
ッ
プ

画
面
が
暗
く
な
り
、

テ
ロ
ッ
プ

『
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅰ　

ア
ナ
ベ
ラ
』

○
末
広
町
・
十
字
街

旧
丸
井
今
井
百
貨
店
か
ら
望
む
、
末
広
町

の
十
字
街
。

路
面
電
車
が
走
り
、
そ
の
横
を
通
り
過
ぎ

て
行
く
馬
車
、
そ
し
て
足
早
に
歩
い
て
い

る
人
々
の
姿
が
見
え
る
。

そ
こ
は
、
函
館
大
火
か
ら
復
興
し
た
ば
か

り
の
、
函
館
の
街
並
み
で
あ
る
。
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○
同
・
二
十
間
坂
下

二
十
間
坂
下
の
街
並
み
。

日
傘
を
し
た
着
物
姿
の
女
性
た
ち
、
丸
井

今
井
百
貨
店
の
紙
袋
を
持
つ
子
供
た
ち
、

仕
事
に
忙
し
い
男
性
た
ち
な
ど
、
様
々
な

人
々
が
行
き
交
っ
て
い
る
。

○
同
・
馬
車

路
面
電
車
の
横
を
通
り
過
ぎ
て
行
く
、
一

台
の
馬
車
。

そ
の
馬
車
に
乗
っ
て
い
る
の
は
、
ア
ナ
ベ

ラ
で
あ
る
。

そ
の
横
に
は
、
ま
だ
若
い
使
用
人
の
マ
リ

ア
と
、
通
訳
の
日
本
人
の
中
年
男
性
・
オ

オ
コ
ウ
チ
が
乗
っ
て
い
る
。

十
字
街
の
建
物
を
指
し
、
ア
ナ
ベ
ラ
の
耳

元
で
何
や
ら
囁
い
て
い
る
、
オ
オ
コ
ウ
チ
。

ア
ナ
ベ
ラ
が
ク
ス
ッ
と
笑
っ
た
よ
う
だ
。

そ
ん
な
ア
ナ
ベ
ラ
た
ち
の
姿
を
物
珍
し
そ

う
に
見
つ
め
て
い
る
、
行
き
交
う
人
々
。

子
ど
も
た
ち
が
口
々
に
、『
ガ
イ
ジ
ン
、
ガ

イ
ジ
ン
』
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

人
々
に
微
笑
み
、
手
を
振
る
ア
ナ
ベ
ラ
。

○
大
森
町
・
住
宅
街
・
全
景

そ
こ
は
函
館
大
火
後
、
順
調
に
復
興
が
進

ん
で
い
る
、
大
森
町
の
住
宅
街
の
中
だ
。

家
々
を
建
設
中
の
大
工
た
ち
、
瓦
礫
を
片

付
け
て
い
る
住
民
た
ち
、
親
を
手
伝
う
子

ど
も
た
ち
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
復
興
に
精

を
出
し
て
い
る
。
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○
同
・
サ
ト
ル
の
家

骨
組
み
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
家
。

そ
こ
は
ハ
ル
キ
の
友
人
で
あ
る
、
サ
ト
ル

と
い
う
名
の
少
年
の
家
だ
。

何
匹
か
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
、
家
の
周
り

を
舞
っ
て
い
る
。

そ
の
前
で
お
に
ぎ
り
を
頬
張
っ
て
い
る
、

サ
ト
ル
。

坊
主
頭
で
、
ど
こ
か
ち
ょ
っ
と
ワ
ル
を
気

取
っ
た
感
じ
の
少
年
だ
。

そ
の
横
に
は
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
木
材
の

上
で
い
び
き
を
か
い
て
眠
っ
て
い
る
、
父

親
の
シ
ゲ
ル
が
い
る
。

函
館
毎
日
新
聞
を
顔
の
上
に
載
せ
、
柔
ら

か
い
春
の
陽
光
を
遮
っ
て
い
る
。

サ
ト
ル
「（
新
聞
を
見
つ
め
）、
ん
？
…
」

シ
ゲ
ル
の
顔
の
上
か
ら
新
聞
を
取
り
、
あ

る
記
事
に
目
を
丸
く
す
る
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
こ
れ
…
」

心
臓
の
辺
り
に
手
を
当
て
た
サ
ト
ル
の
顔

が
、
み
る
み
る
紅
潮
し
て
い
く
。

サ
ト
ル
「
行
か
な
き
ゃ
」

心
地
よ
さ
そ
う
に
眠
っ
て
い
る
、
シ
ゲ
ル
。

眠
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
、
新
聞
を
握
り

し
め
て
駆
け
出
す
、
サ
ト
ル
。

○
錦
輝
館
・
外
観

そ
こ
は
活
動
写
真
の
常
設
館
・
錦
輝
館
と

呼
ば
れ
る
建
物
で
あ
る
。

壁
に
は
上
映
中
の
活
動
写
真

『
イ
タ
リ
ア
縞
模
様
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

主
演　

ア
ル
ベ
エ
ル
・
プ
レ
ジ
ャ
ン
』
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と
い
う
映
画
の
看
板
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
看
板
の
絵
に
は
、
風
に
飛
ば
さ
れ
た

縞
模
様
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
捕
ま
え
よ
う

と
し
て
い
る
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
プ
レ
ジ
ャ

ン
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
看
板
の
下
に
は
、

『
弁
士
ア
ン
ド
レ
イ
・
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
・

山
縣
』

と
書
か
れ
て
い
る
。

数
組
の
親
子
が
、
そ
の
看
板
を
見
上
げ
て

い
る
。

○
同
・
中そ

の
錦
輝
館
の
中
は
、
百
人
程
度
は
収
容

で
き
そ
う
な
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
あ
る
。

ほ
ん
の
り
と
し
た
照
明
が
、
館
内
を
照
ら

し
て
い
る
。

客
席
用
と
し
て
固
定
式
の
イ
ス
が
十
列
ほ

ど
、
そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
の
奥
に
は
、
ス
ク

リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
手
側
に
は
、
ピ
ア

ノ
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
、
客
席
の
一
番
前
の
席
に
座

り
、
一
枚
の
写
真
を
愛
お
し
げ
に
見
つ
め

て
い
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

○
ア
ナ
ベ
ラ
の
写
真

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
が
見
て
い
る
の
は
、
シ

ス
タ
ー
姿
の
ア
ナ
ベ
ラ
が
、
情
熱
的
に
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
、
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真

だ
。
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○
元
の
錦
輝
館
の
中

ア
ナ
ベ
ラ
の
写
真
を
愛
お
し
げ
に
見
つ
め

て
い
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ア
ナ
ベ
ラ
…
」

そ
こ
へ
、
ナ
ル
セ
と
い
う
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
の
付
き
人
が
、
看
板
を
重
た
そ
う
に
抱

え
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
の
奥
か
ら
現
れ
る
。

歯
は
抜
け
落
ち
、
顔
は
ペ
ン
キ
で
汚
れ
、

み
す
ぼ
ら
し
い
感
じ
の
中
年
男
性
だ
。

ナ
ル
セ
「
ち
ょ
い
旦
那
…
、
こ
ん
な
感
じ
に
な
り

や
し
た
が
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
に
向
け
て
、
看
板
音
絵

を
見
せ
る
、
ナ
ル
セ
。

そ
の
看
板
に
描
か
れ
て
い
る
絵
は
、
ダ
ー

レ
ン
ス
キ
ー
が
持
っ
て
い
る
写
真
と
同
様

に
、
ド
レ
ス
を
身
に
ま
と
い
、
情
熱
的
に

ピ
ア
ノ
を
弾
く
、
ア
ナ
ベ
ラ
の
姿
だ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
素
晴
ら
し
い
出
来
だ
」

納
得
の
表
情
を
見
せ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
。

ナ
ル
セ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
や
す
」

照
れ
臭
そ
う
に
笑
う
、
ナ
ル
セ
。

ナ
ル
セ
「
後
は
…
、
こ
の
変
に
ち
ょ
こ
っ
と
色
つ

け
て
終
わ
り
で
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
今
夜
ま
で
に
、
間
に
合
わ
せ

て
く
れ
」

ナ
ル
セ
「
へ
い
」

看
板
を
重
た
そ
う
に
抱
え
な
が
ら
、
再
び

ス
テ
ー
ジ
の
奥
へ
と
入
っ
て
い
く
、
ナ
ル

セ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ア
ナ
ベ
ラ
…
」

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
取
り
、
そ
の
中
に
手
を
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入
れ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

そ
の
中
か
ら
、
一
輪
の
バ
ラ
の
花
が
現
れ

た
の
だ
。

バ
ラ
の
花
を
空
中
に
放
り
投
げ
る
、
ダ
ー

レ
ン
ス
キ
ー
。

そ
れ
と
同
時
に
、
錦
輝
館
の
中
の
照
明
が

全
て
落
ち
る
。

○
大
森
町
・
三
升
楼
前

そ
こ
は
大
森
町
の
中
に
あ
る
、
焼
け
残
っ

た
三
升
楼
前
。

何
匹
か
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
、
三
升
楼
の

周
り
を
舞
っ
て
い
る
。

復
興
に
精
を
出
す
住
民
た
ち
を
横
目
に
、

崩
れ
落
ち
た
瓦
礫
の
上
で
、
い
び
き
を
か

い
て
眠
っ
て
い
る
、
一
人
の
少
年
・
ハ
ル
キ
。

ハ
ル
キ
は
大
衆
雑
誌
『
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
』

を
顔
の
上
に
載
せ
て
い
る
。

そ
の
『
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
』
の
表
紙
の
挿

し
絵
は
、
活
動
写
真
の
映
写
機
を
回
し
て

い
る
、
無
表
情
な
顔
つ
き
の
ダ
ー
レ
ン
ス

キ
ー
の
姿
で
あ
る
。

そ
こ
へ
、
サ
ト
ル
が
駆
け
つ
け
て
く
る
。

サ
ト
ル
「
ハ
ル
キ
ー
！
起
き
ろ
！
」

走
っ
て
き
た
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
ハ
ル
キ

の
腰
の
辺
り
を
蹴
飛
ば
す
、
サ
ト
ル
。

ハ
ル
キ
「
痛
っ
！
」

驚
い
て
目
を
覚
ま
す
、
ハ
ル
キ
。

サ
ト
ル
「
お
い
！
起
き
ろ
！
」

ハ
ル
キ
の
顔
の
上
か
ら
、『
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ

ブ
』
を
取
り
上
げ
る
、
サ
ト
ル
。
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ハ
ル
キ
「
何
だ
よ
、
サ
ト
ル
君
？
…
」

サ
ト
ル
「
何
だ
よ
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
」

ハ
ル
キ
「
そ
れ
、
返
し
て
よ
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
挿
し
絵
を
指
さ
す
、

サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
こ
の
悪
魔
か
ら
、
お
姫
様
を
取
り
返
す
」

ハ
ル
キ
「
え
？　

何
？　

お
姫
様
？
」

サ
ト
ル
「
悪
魔
か
ら
救
い
出
す
ん
だ
よ
」

ハ
ル
キ
「
え
？　

意
味
が
分
か
ら
な
い
け
ど
…
」

ペ
ラ
ペ
ラ
と
『
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
』
を
め

く
る
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
教
会
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
ヤ
ツ
の
特
集

な
ん
て
…
」

ハ
ル
キ
「
返
し
て
よ
」

サ
ト
ル
か
ら
『
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
』
を
取

り
返
そ
う
と
す
る
、
ハ
ル
キ
。

サ
ト
ル
、
ハ
ル
キ
の
手
を
押
さ
え
な
が
ら
、

サ
ト
ル
「
俺
は
錦
輝
館
で
中
売
り
し
て
た
か
ら
分

か
る
ん
だ
。
こ
い
つ
は
本
物
の
悪
魔
だ
」

ハ
ル
キ
「
葉
巻
盗
ん
で
、
ク
ビ
に
な
っ
た
か
ら
っ

て
さ
…
」

サ
ト
ル
「
何
だ
よ
？
」

ハ
ル
キ
「
サ
ト
ル
君
は
、
本
当
の
こ
と
を
知
ら
な

い
ん
だ
よ
」

サ
ト
ル
「
ホ
ン
ト
の
こ
と
っ
て
何
だ
よ
」

ハ
ル
キ
「
天
使
だ
よ
」

サ
ト
ル
「
天
使
？
」

『
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
』
で
、
ハ
ル
キ
の
頭
を

叩
く
、
サ
ト
ル
。

ハ
ル
キ
「
痛
い
っ
て
。
サ
ト
ル
君
の
方
が
よ
っ
ぽ

ど
…
」

サ
ト
ル
「
何
だ
よ
？
」



��

ハ
ル
キ
「
悪
魔
だ
よ
」

も
う
一
度
『
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
』
で
、
ハ

ル
キ
の
頭
を
叩
く
、
サ
ト
ル
。

ハ
ル
キ
「
や
め
て
よ
。
も
う
…
、
一
体
何
の
用
な

の
さ
？
」

サ
ト
ル
「
こ
れ
だ
」

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
か
ら
、
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に

な
っ
た
、
函
館
毎
日
新
聞
を
取
り
出
す
、

サ
ト
ル
。

ハ
ル
キ
「
何
？
」

サ
ト
ル
「
見
ろ
よ
、
こ
れ
」

新
聞
の
記
事
を
ハ
ル
キ
に
見
せ
る
、
サ
ト

ル
。

○
函
館
毎
日
新
聞
の
記
事

開
い
た
そ
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
こ
う
書
か
れ

て
い
る
。

『
魅
惑
の
フ
ラ
ン
ス
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
ア
ナ

ベ
ラ
、
今
宵
、
函
館
、
錦
輝
館
へ
。
情
熱

的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
…
』

記
事
の
横
に
は
、
情
熱
的
に
ピ
ア
ノ
を
弾

く
、
ア
ナ
ベ
ラ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

○
元
の
三
升
楼
前

新
聞
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
、
ハ
ル
キ
。

そ
の
横
で
顔
を
赤
ら
め
、
ち
ょ
っ
と
照
れ

臭
そ
う
な
様
子
の
サ
ト
ル
。

ハ
ル
キ
「
キ
レ
イ
な
人
だ
ね
？
で
、
こ
の
人
が
ど

う
し
た
の
さ
？
」

サ
ト
ル
「
ど
う
し
た
っ
て
…
、
ま
ぁ
…
、
そ
の
何

だ
…
、
分
か
る
だ
ろ
？
」
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ハ
ル
キ
「
え
？
何
が
？
」

サ
ト
ル
「
鈍
い
ヤ
ツ
だ
な
ぁ
…
、（
咳
払
い
を
し
て
）、

恋
だ
よ
…
」

ハ
ル
キ
「
え
？
恋
っ
て
…
」

サ
ト
ル
「
何
回
も
言
わ
せ
る
な
。
恋
だ
よ
、
恋
」

今
に
も
吹
き
出
し
て
、
笑
っ
て
し
ま
い
そ

う
な
、
ハ
ル
キ
。

サ
ト
ル
「
何
だ
よ
？
悪
い
か
よ
？
」

ハ
ル
キ
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
け
ど
さ
…
、（
笑
う
の

を
我
慢
し
て
）、
サ
ト
ル
君
が
恋
っ
て
…
」

心
臓
の
辺
り
を
押
さ
え
る
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
ド
キ
ド
キ
す
る
ん
だ
。
い
や
、
チ
ク
チ

ク
か
な
…
、
こ
こ
に
何
か
刺
さ
っ
た
み
た
い
で

…
、
こ
う
…
、
痛
い
ん
だ
よ
…
」

我
慢
の
限
界
が
き
て
、
腹
を
抱
え
て
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
う
、
ハ
ル
キ
。

ハ
ル
キ
「
は
っ
は
っ
は
っ
は
っ
」

サ
ト
ル
「
笑
う
な
っ
て
」

ハ
ル
キ
「
だ
っ
て
…
、
は
は
は
…
、
だ
っ
て
さ
…
」

サ
ト
ル
「
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
ん
だ
」

ハ
ル
キ
「
は
は
は
は
」

サ
ト
ル
「
笑
い
す
ぎ
だ
ろ
？
」

ハ
ル
キ
「
は
は
は
…
」

笑
っ
て
い
る
ハ
ル
キ
の
顔
に
、
黒
い
影
が

覆
う
。

ハ
ル
キ
「（
顔
を
少
し
上
げ
て
）、
は
は
…
、
あ
…
」

サ
ト
ル
「
何
だ
よ
？
」

何
者
か
が
、
サ
ト
ル
の
頭
を
叩
く
。

サ
ト
ル
「
痛
っ
！
」

サ
ト
ル
を
叩
い
た
の
は
、
シ
ゲ
ル
だ
。

シ
ゲ
ル
「
い
て
も
た
っ
て
も
ど
う
し
た
っ
て
？
」

振
り
返
っ
て
、
シ
ゲ
ル
を
見
上
げ
る
、
サ
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ト
ル
。

サ
ト
ル
「
父
ち
ゃ
ん
…
」

シ
ゲ
ル
「
急
に
い
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
こ

ん
な
所
で
サ
ボ
り
や
が
っ
て
…
」

サ
ト
ル
「
い
や
…
、
そ
れ
は
さ
…
」

シ
ゲ
ル
「
口
答
え
は
な
し
だ
」

サ
ト
ル
「
は
い
…
」

サ
ト
ル
の
耳
を
引
っ
張
る
、
シ
ゲ
ル
。

サ
ト
ル
「
痛
た
た
…
、
父
ち
ゃ
ん
、
痛
い
っ
て
」

目
を
つ
ぶ
り
、
自
分
も
痛
そ
う
な
顔
を
す

る
、
ハ
ル
キ
。

シ
ゲ
ル
「
ハ
ル
キ
？
お
前
も
家
帰
っ
て
、
父
親
の

手
伝
い
を
し
ろ
よ
」

ハ
ル
キ
「（
頷
い
て
）、
は
い
」

耳
を
引
っ
張
ら
れ
て
、
シ
ゲ
ル
に
連
れ
去

ら
れ
て
行
く
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
ハ
ル
キ
！
悪
魔
か
ら
救
う
ん
だ
！
」

シ
ゲ
ル
「
や
か
ま
し
い
！
」

サ
ト
ル
の
頭
を
叩
く
、
シ
ゲ
ル
。

サ
ト
ル
「
ハ
ル
キ
！
」

頷
き
な
が
ら
、
連
れ
去
ら
れ
て
行
く
サ
ト

ル
の
姿
を
見
つ
め
る
、
ハ
ル
キ
。

○
錦
輝
館
前

錦
輝
館
の
壁
に
掛
か
っ
て
い
る
、
看
板
を

見
上
げ
て
い
る
、
数
組
の
親
子
た
ち
。

そ
こ
へ
馬
車
に
乗
っ
た
ア
ナ
ベ
ラ
一
行
が
、

錦
輝
館
の
前
に
到
着
す
る
。

物
珍
し
そ
う
に
、
ア
ナ
ベ
ラ
た
ち
を
見
つ

め
る
、
数
組
の
親
子
た
ち
。

馬
車
か
ら
降
り
て
荷
物
を
下
ろ
す
、
オ
オ

コ
ウ
チ
と
マ
リ
ア
。
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馭
者
の
頬
に
軽
く
口
づ
け
を
す
る
、
ア
ナ

ベ
ラ
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
メ
ル
シ
ィ
」

以
後
、
ア
ナ
ベ
ラ
の
セ
リ
フ
は
、
フ
ラ
ン

ス
語
と
す
る
。

嬉
し
さ
と
緊
張
の
あ
ま
り
、
固
ま
っ
て
し

ま
う
、
馭
者
。

馭
者
「
ど
、
ど
…
、
ど
…
、
ど
う
い
た
し
ま
し
て
…
」

そ
れ
を
見
て
い
た
数
組
の
親
子
た
ち
、
一

斉
に
子
ど
も
た
ち
の
目
を
手
で
ふ
さ
ぐ
。

オ
オ
コ
ウ
チ
「
さ
ぁ
」

オ
オ
コ
ウ
チ
の
手
を
つ
か
み
、
馬
車
か
ら

降
り
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

○
同
・
中照

明
が
落
ち
、
真
っ
暗
な
状
態
の
錦
輝
館

の
中
。

そ
こ
へ
重
た
い
扉
が
開
き
、
錦
輝
館
の
に
、

一
筋
の
光
が
差
し
込
ん
で
く
る
。

中
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
ア
ナ
ベ
ラ
、
オ

オ
コ
ウ
チ
、
マ
リ
ア
の
三
人
だ
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
？
…
」

パ
ン
ッ
と
、
一
つ
手
を
叩
く
音
が
響
い
て

く
る
。

手
を
叩
い
た
の
は
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
だ
。

す
る
と
、
一
つ
ま
た
一
つ
と
照
明
が
つ
き
、

錦
輝
館
の
中
が
明
る
く
な
っ
て
く
る
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

床
一
面
に
、
真
っ
赤
な
バ
ラ
が
所
狭
し
と

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

両
手
を
大
き
く
広
げ
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
降

り
て
く
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。
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ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
…
」

愛
お
し
げ
に
ア
ナ
ベ
ラ
を
見
つ
め
る
、
ダ

ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

再
会
に
心
を
と
き
め
か
せ
、
目
に
涙
を
浮

か
べ
て
い
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
…
、
逢
い
た
か
っ
た
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
に
駆
け
寄
っ
て
い
く
、

ア
ナ
ベ
ラ
。

そ
こ
へ
再
会
を
祝
福
す
る
よ
う
な
、
ピ
ア

ノ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
響
い
て
く
る
。

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
の
は
、
ナ
ル
セ
だ
。

ア
ナ
ベ
ラ
に
駆
け
寄
っ
て
い
く
、
ダ
ー
レ

ン
ス
キ
ー
。

錦
輝
館
の
中
央
辺
り
で
、
激
し
く
抱
き
合

う
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
と
ア
ナ
ベ
ラ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ア
ナ
ベ
ラ
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
…
」

熱
い
口
づ
け
を
交
わ
す
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
と
ア
ナ
ベ
ラ
。

照
れ
臭
そ
う
に
お
互
い
の
顔
を
見
つ
め
て

い
る
、
オ
オ
コ
ウ
チ
と
マ
リ
ア
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
船
は
？
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
話

を
し
て
い
る
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
あ
な
た
に
逢
う
た
め
だ
も
の
…
、
全

然
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
私
も
…
、
長
く
…
、
あ
ま
り

に
長
く
…
、
待
ち
す
ぎ
た
…
」

も
う
一
度
、
熱
い
口
づ
け
を
交
わ
す
、
ダ

ー
レ
ン
ス
キ
ー
と
ア
ナ
ベ
ラ
。

ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
も
、
見
て
い
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
表
情
の
ナ
ル
セ
。
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ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
君
に
…
、
贈
り
物
が
あ
る
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
「
贈
り
物
？
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
そ
う
…
、
目
を
閉
じ
て
…
」

そ
っ
と
目
を
閉
じ
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

ア
ナ
ベ
ラ
の
前
で
、
膝
を
つ
く
、
ダ
ー
レ

ン
ス
キ
ー
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ア
ナ
ベ
ラ
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
の
左
手
を
取
り
、
手
の
甲
に
そ

っ
と
口
づ
け
を
す
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
？
…
」

自
分
の
右
手
を
握
り
、
ふ
う
っ
と
息
を
吹

き
か
け
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
が
手
の
平
を
広
げ
る
と
、

そ
こ
に
は
七
色
に
輝
く
、
金
色
の
指
輪
が

現
れ
た
の
だ
。

そ
の
指
輪
を
ア
ナ
ベ
ラ
の
左
手
の
薬
指
に

は
め
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
目
を
…
、
開
け
て
…
」

そ
っ
と
目
を
開
け
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

七
色
に
輝
く
金
色
の
指
輪
を
見
て
、
涙
を

流
す
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
…
、
愛
し
て
る
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
私
も
…
、
愛
し
て
る
」

も
う
一
度
、
熱
く
長
い
口
づ
け
を
交
わ
す
、

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
と
ア
ナ
ベ
ラ
。

そ
の
周
り
を
何
十
匹
も
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

が
舞
っ
て
い
る
。

○
大
森
町
・
住
宅
街
・
全
景

順
調
に
復
興
が
進
み
、
活
気
が
溢
れ
て
い
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る
、
大
森
町
の
住
宅
街
・
全
景
。

子
ど
も
た
ち
が
縄
跳
び
な
ど
を
し
て
、
遊

ん
で
い
る
姿
を
春
の
陽
光
が
照
ら
し
て
い

る
。

何
匹
も
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
、
そ
の
周
り

を
舞
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
つ
め
な
が

ら
歩
い
て
い
る
、
少
し
だ
け
大
人
に
な
っ

た
ハ
ル
キ
。

○
同
・『
大
森
寫
真
館
』・
外
観

そ
こ
は
ハ
ル
キ
の
父
親
で
あ
る
ユ
ウ
ジ
が

経
営
す
る
、
自
宅
兼
写
真
ス
タ
ジ
オ
で
あ

る
、『
大
森
寫
真
館
』・
外
観
。

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
中
に
は
、
様
々
な

人
々
の
結
婚
記
念
写
真
や
、
七
五
三
の
子

ど
も
た
ち
の
写
真
な
ど
、
主
に
家
族
の
風

景
が
捉
え
ら
れ
た
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
へ
ハ
ル
キ
が
帰
っ
て
く
る
。

○
同
・
中
・
ス
タ
ジ
オ
内

小
さ
な
ス
タ
ジ
オ
の
中
で
は
、
こ
れ
か
ら

結
婚
式
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
、
二
人
の
若

い
カ
ッ
プ
ル
が
記
念
撮
影
を
し
て
い
る
。

正
装
を
し
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
の
若

い
カ
ッ
プ
ル
。

そ
ん
な
カ
ッ
プ
ル
の
緊
張
を
和
ら
げ
よ
う

と
し
な
が
ら
、
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
が
、

ハ
ル
キ
の
父
親
の
ユ
ウ
ジ
で
あ
る
。

ユ
ウ
ジ
「
旦
那
さ
ん
？
も
う
ち
ょ
っ
と
右
に
寄
っ

て
…
」

男
性
「
は
、
は
い
…
」



��

女
性
の
方
に
少
し
寄
る
、
男
性
。

ユ
ウ
ジ
「
は
い
。
そ
れ
ぐ
ら
い
で
結
構
で
す
」

お
互
い
の
顔
を
見
て
、
緊
張
し
て
い
る
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
。

ユ
ウ
ジ
「（
懐
か
し
げ
に
）、
昔
を
…
、
思
い
出
し

ま
す
…
」

男
性
「
え
？
」

ユ
ウ
ジ
「
あ
、い
え
…
、こ
っ
ち
の
話
で
す
。
で
…
、

結
婚
式
は
い
つ
？
」

男
性
「
え
？
あ
あ
…
、
来
月
に
…
」

ユ
ウ
ジ
「
教
会
で
？
」

男
性
「
え
え
…
、
ま
ぁ
…
」

も
じ
も
じ
と
見
つ
め
合
う
、
若
い
カ
ッ
プ

ル
。

ユ
ウ
ジ「
は
い
。
じ
ゃ
あ
い
き
ま
す
よ
。
笑
っ
て
…
」

変
に
緊
張
し
た
笑
顔
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
。

ユ
ウ
ジ
「
い
き
ま
す
よ
」

フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
た
か
れ
る
。

ユ
ウ
ジ
「
じ
ゃ
あ
、
も
う
一
枚
撮
り
ま
す
ね
」

そ
こ
へ
、
ハ
ル
キ
が
帰
っ
て
く
る
。

ハ
ル
キ
「
た
だ
い
ま
」

ユ
ウ
ジ
「
お
帰
り
。
昼
、
そ
の
辺
に
あ
る
も
の
を

食
べ
て
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
」

ユ
ウ
ジ
「
あ
…
、
奥
様
、
も
う
ち
ょ
っ
と
右
に
」

女
性
「
あ
、
は
い
」

ユ
ウ
ジ
の
仕
事
ぶ
り
を
見
な
が
ら
、
奥
の

方
へ
と
入
っ
て
い
く
、
ハ
ル
キ
。

○
同
・
居
間

居
間
の
中
に
入
っ
て
く
る
、
ハ
ル
キ
。

壁
に
は
、
死
ん
だ
母
親
の
ヒ
ト
ミ
の
遺
影
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が
飾
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
遺
影
を
見
上
げ
る
、
ハ
ル
キ
。

○
テ
ロ
ッ
プ

画
面
が
暗
く
な
り
、

テ
ロ
ッ
プ

『
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ　

ハ
ル
キ
』

○
大
三
坂
・
全
景

坂
の
両
側
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
元
町
教
会
と

真
宗
大
谷
派
函
館
別
院
の
あ
る
、
大
三
坂
・

全
景
。

そ
の
先
に
は
函
館
山
が
見
え
る
。

○
チ
ャ
チ
ャ
登
り

大
三
坂
を
登
り
き
っ
た
所
か
ら
始
ま
る
、

チ
ャ
チ
ャ
登
り
。

そ
の
急
な
坂
を
登
っ
て
い
る
の
は
、
ヒ
ト

ミ
と
そ
の
手
に
引
か
れ
て
い
る
、
ま
だ
五

歳
ぐ
ら
い
の
ハ
ル
キ
、
そ
し
て
ユ
ウ
ジ
の

親
子
三
人
で
あ
る
。

ユ
ウ
ジ
は
時
折
、
坂
の
上
か
ら
見
え
る
、

函
館
の
街
並
み
を
愛
用
の
ラ
イ
カ
で
撮
影

し
て
い
る
。

息
を
切
ら
し
て
い
る
、
ハ
ル
キ
。

ハ
ル
キ
「
は
ぁ
は
ぁ
…
」

ヒ
ト
ミ
「
大
丈
夫
？
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
。
ま
だ
？
」

ヒ
ト
ミ
「
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
ね
」

ユ
ウ
ジ
「
も
っ
と
体
力
を
つ
け
な
い
と
な
？
」

ハ
ル
キ
「
だ
っ
て
…
」

ユ
ウ
ジ
「
お
父
さ
ん
は
…
、
先
行
く
ぞ
？
」
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小
走
り
に
坂
を
駆
け
上
が
っ
て
行
き
、
ヒ

ト
ミ
と
ハ
ル
キ
に
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
向
け

る
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
撮
る
ぞ
？
」

ヒ
ト
ミ
「
も
う
…
」

ハ
ル
キ
「
ね
ぇ
？
」

ヒ
ト
ミ
「
何
？
」

ハ
ル
キ
「
チ
ャ
チ
ャ
っ
て
な
ぁ
に
？
」

ヒ
ト
ミ
「
チ
ャ
チ
ャ
？
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
」

ぐ
っ
と
腰
を
曲
げ
て
、坂
を
登
る
、ヒ
ト
ミ
。

ヒ
ト
ミ
「
何
に
見
え
る
？
」

ハ
ル
キ
「
何
っ
て
…
、
お
婆
さ
ん
？
」

ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
む
、
ヒ
ト
ミ
。

ヒ
ト
ミ
「
う
ん
。
坂
を
登
る
時
っ
て
…
、
誰
も
が

こ
う
な
っ
て
、
お
爺
さ
ん
と
か
お
婆
さ
ん
み
た

い
で
し
ょ
？
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
」

ヒ
ト
ミ
「
だ
か
ら
ね
、
こ
の
街
に
ず
う
っ
と
ず
う

っ
と
昔
か
ら
住
ん
で
い
た
人
の
言
葉
で
、
そ
の

こ
と
を
チ
ャ
チ
ャ
っ
て
言
う
の
」

ハ
ル
キ
「
ふ
ぅ
ん
…
」

ハ
ル
キ
も
腰
を
ぐ
っ
と
曲
げ
て
、
坂
を
登

っ
て
み
る
。

ハ
ル
キ
「
で
も
…
、
登
り
ず
ら
い
や
…
」

ヒ
ト
ミ
「（
笑
っ
て
）、
ハ
ル
キ
は
子
ど
も
だ
も
の
」

そ
こ
へ
、
一
人
の
シ
ス
タ
ー
が
坂
を
下
り

て
く
る
。

シ
ス
タ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
」

ヒ
ト
ミ
「
こ
ん
に
ち
は
」

ハ
ル
キ
「
こ
ん
に
ち
は
」

シ
ス
タ
ー
「
あ
の
人
の
所
で
す
か
？
」
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ヒ
ト
ミ
「
え
え
」

シ
ス
タ
ー
「
急
が
な
い
と
、
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
よ
？
」

ヒ
ト
ミ
「
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

ヒ
ト
ミ
と
ハ
ル
キ
に
軽
く
会
釈
を
し
て
、

坂
を
下
り
て
い
く
、
シ
ス
タ
ー
。

ユ
ウ
ジ
「（
叫
ん
で
）、
お
ー
い
！
早
く
し
ろ
よ
！
」

ヒ
ト
ミ
「
さ
ぁ
、
ハ
ル
キ
！
急
ぐ
わ
よ
？
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
」

小
走
り
に
坂
を
登
っ
て
い
く
、
ハ
ル
キ
と

ヒ
ト
ミ
の
後
ろ
姿
。

そ
の
向
こ
う
側
で
は
、
ユ
ウ
ジ
が
手
を
振

り
な
が
ら
、
二
人
を
待
っ
て
い
る
。

○
『
大
森
寫
真
館
』・
倉
庫

大
森
寫
真
館
の
奥
に
あ
る
、
ユ
ウ
ジ
が
撮

影
し
た
写
真
が
数
多
く
保
管
し
て
あ
る
、

倉
庫
の
中
。

そ
こ
で
ハ
ル
キ
は
、
何
や
ら
探
し
物
を
し

て
い
る
よ
う
だ
。

チ
ャ
チ
ャ
登
り
の
写
真
や
、
函
館
大
火
の

様
子
を
捉
え
た
写
真
、
十
字
街
の
様
子
を

捉
え
た
写
真
な
ど
が
散
在
し
て
い
る
。

ハ
ル
キ
「
あ
っ
た
！
」

ハ
ル
キ
は
大
き
な
額
に
入
っ
た
、
一
枚
の

写
真
を
見
つ
け
た
よ
う
だ
。

○
一
枚
の
写
真

そ
れ
は
草
花
が
生
い
茂
る
、
ど
こ
か
の
古

い
建
物
の
中
庭
で
撮
影
さ
れ
た
、
モ
ノ
ク

ロ
の
写
真
だ
。

写
っ
て
い
る
の
は
、
五
歳
の
頃
の
ハ
ル
キ
、
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ユ
ウ
ジ
と
ヒ
ト
ミ
、
頭
に
バ
ラ
の
飾
り
物

を
し
た
五
歳
ぐ
ら
い
の
タ
カ
コ
、
そ
し
て

三
十
名
ほ
ど
の
孤
児
の
子
ど
も
た
ち
、
何

人
か
の
ロ
シ
ア
人
の
司
祭
、
数
名
の
フ
ラ

ン
ス
人
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
だ
。

そ
の
ロ
シ
ア
人
の
司
祭
の
う
ち
の
一
人
は

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
で
、
シ
ス
タ
ー
の
う
ち

の
一
人
は
、
ア
ナ
ベ
ラ
だ
。

○
元
の
『
大
森
寫
真
館
』・
倉
庫

そ
の
一
枚
の
写
真
を
見
つ
め
て
い
る
、
ハ

ル
キ
。
そ
こ
へ
、
ユ
ウ
ジ
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。

ユ
ウ
ジ
「
お
い
？
ハ
ル
キ
？
」

○
同
・
居
間

居
間
の
中
に
入
っ
て
く
る
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
ハ
ル
キ
？
」

し
か
し
、
ハ
ル
キ
の
返
事
は
な
い
。

ユ
ウ
ジ
「
ハ
ル
キ
？
」

そ
こ
へ
、
ハ
ル
キ
が
額
に
入
っ
た
写
真
を

持
っ
て
、
居
間
に
戻
っ
て
く
る
。

ユ
ウ
ジ
「
ど
う
し
た
ん
だ
？
そ
の
写
真
？
…
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
。
懐
か
し
い
で
し
ょ
？
」

思
い
出
す
よ
う
に
写
真
を
見
る
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
こ
れ
は
…
、
あ
の
時
か
？
…
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
、
そ
う
。
母
さ
ん
が
倒
れ
る
ち
ょ

っ
と
前
…
」

ヒ
ト
ミ
の
遺
影
を
見
つ
め
る
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
懐
か
し
い
な
…
」

ハ
ル
キ
「
で
し
ょ
？
何
か
急
に
…
、母
さ
ん
の
こ
と
、
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思
い
出
し
て
…
」

ユ
ウ
ジ
「
…
」

写
真
の
タ
カ
コ
の
姿
を
指
さ
す
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
こ
の
子
は
確
か
…
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
。
そ
う
、
あ
の
子
…
」

ユ
ウ
ジ
「
目
隠
し
さ
れ
て
…
」

ハ
ル
キ
「
消
え
た
…
」

思
い
出
し
た
よ
う
に
、
ハ
ル
キ
の
顔
を
見

な
が
ら
何
度
も
頷
く
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
お
前
と
話
す
の
…
、
何
だ
か
久
し
振
り

な
気
が
す
る
な
」

ハ
ル
キ
「
そ
う
だ
ね
」

ユ
ウ
ジ
「
な
ぁ
？
ど
う
だ
？
」

ハ
ル
キ
「
何
？
」

ユ
ウ
ジ
「
久
し
振
り
に
…
、
二
人
で
散
歩
で
も
？
」

ハ
ル
キ
「
散
歩
？
」

ユ
ウ
ジ
「
そ
う
だ
。
ま
た
、チ
ャ
チ
ャ
登
り
で
も
？
」

ハ
ル
キ
「
大
丈
夫
？
」

ユ
ウ
ジ
「
何
が
だ
？
仕
事
の
こ
と
な
ら
心
配
し
な

く
て
も
…
」

ハ
ル
キ
「
違
う
よ
。
父
さ
ん
の
体
力
…
、
坂
は
結

構
急
だ
よ
？
」

ユ
ウ
ジ
「
お
？
今
俺
の
こ
と
、バ
カ
に
し
た
だ
ろ
？
」

ハ
ル
キ
「
し
て
な
い
し
て
な
い
」

ユ
ウ
ジ
「
い
や
し
た
」

ハ
ル
キ
「
…
、（
笑
っ
て
）、
は
は
、
ば
れ
た
？
」

ユ
ウ
ジ
「
ば
れ
ば
れ
だ
よ
。
で
も
な
、
ま
だ
お
前

に
は
、
負
け
な
い
よ
」

ハ
ル
キ
「
ど
う
か
な
ぁ
…
」

ユ
ウ
ジ
「
で
も
、
そ
の
前
に
…
」

ハ
ル
キ
「
何
？
」

ユ
ウ
ジ
「
腹
ご
し
ら
え
を
し
な
い
と
な
」
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ハ
ル
キ
「
そ
う
だ
ね
」

腕
ま
く
り
を
し
、
米
を
研
ぎ
始
め
る
、
ユ

ウ
ジ
。

○
児
童
養
護
施
設
・
全
景

チ
ャ
チ
ャ
登
り
を
上
が
り
き
っ
た
場
所
に

あ
る
、
大
き
な
古
め
か
し
い
洋
館
。

そ
こ
は
教
会
の
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
た
、

児
童
養
護
施
設
だ
。

外
観
は
ど
こ
か
教
会
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

造
り
で
、
函
館
の
街
を
見
下
ろ
す
こ
と
の

で
き
る
場
所
に
あ
る
。

○
同
・
入
口

何
匹
も
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
、
入
口
付
近

に
舞
っ
て
い
る
。

入
口
か
ら
建
物
を
見
上
げ
て
い
る
、
ハ
ル

キ
、
ユ
ウ
ジ
、
ヒ
ト
ミ
の
三
人
。

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
込
み
、
建
物
の
外

観
を
撮
影
す
る
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
こ
ん
な
所
が
あ
っ
た
な
ん
て
な
…
」

そ
こ
へ
入
口
か
ら
、
一
人
の
フ
ラ
ン
ス
人

の
シ
ス
タ
ー
が
出
て
く
る
。

シ
ス
タ
ー
に
会
釈
す
る
、
ユ
ウ
ジ
と
ヒ
ト

ミ
。

ハ
ル
キ
「
こ
ん
に
ち
は
」

ハ
ル
キ
の
頭
を
優
し
く
撫
で
る
、
シ
ス
タ

ー
。

シ
ス
タ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
。
さ
ぁ
、
ど
う
ぞ
」

シ
ス
タ
ー
に
導
か
れ
、
建
物
の
中
に
入
っ

て
い
く
、
ハ
ル
キ
、
ユ
ウ
ジ
、
ヒ
ト
ミ
の

三
人
。
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○
同
・
廊
下

中
庭
へ
と
続
く
、
長
い
廊
下
を
シ
ス
タ
ー

に
続
い
て
歩
い
て
い
る
、ハ
ル
キ
、ユ
ウ
ジ
、

ヒ
ト
ミ
。

廊
下
の
両
脇
に
は
、
様
々
な
彫
刻
が
並
べ

ら
れ
、
学
校
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
教
室

が
あ
る
。

ハ
ル
キ
は
、
珍
し
い
物
で
も
見
る
か
の
よ

う
に
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
辺
り
を
見
回
し

て
い
る
。

シ
ス
タ
ー
「
さ
ぁ
、
ど
う
ぞ
」

ピ
ア
ノ
の
音
色
が
響
い
て
く
る
中
庭
の
入

口
へ
と
、
ハ
ル
キ
、
ユ
ウ
ジ
、
ヒ
ト
ミ
の

三
人
を
導
く
、
シ
ス
タ
ー
。

○
同
・
中
庭

草
花
が
生
い
茂
る
、
ユ
ウ
ジ
が
撮
影
し
た

写
真
と
同
じ
風
景
の
中
庭
。

何
匹
も
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
、
草
花
の
周

り
を
舞
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
三
十
名
ほ
ど
の
孤
児
た
ち
が
、

円
を
描
く
よ
う
に
座
っ
て
い
る
。

孤
児
た
ち
の
中
に
は
、
頭
に
バ
ラ
の
飾
り

物
を
し
た
タ
カ
コ
、
そ
の
横
に
は
、
絶
え

間
な
く
咳
を
し
、
病
弱
な
感
じ
の
母
親
の

シ
ズ
コ
と
、
シ
ズ
コ
の
肩
を
抱
い
て
い
る
、

父
親
の
エ
イ
ジ
が
い
る
。

そ
の
他
に
は
、
数
名
の
ロ
シ
ア
人
の
司
祭
、

そ
し
て
数
名
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ス
タ
ー

が
い
る
。

そ
の
シ
ス
タ
ー
の
中
の
一
人
、
ピ
ア
ノ
を
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弾
い
て
い
る
の
が
、
ア
ナ
ベ
ラ
だ
。

孤
児
た
ち
が
囲
む
円
の
中
心
に
は
、
シ
ル

ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー

と
、そ
の
助
手
を
務
め
る
、ナ
ル
セ
が
い
る
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
孤
児
た
ち
に
マ
ジ

ッ
ク
を
披
露
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
足
元
に
は
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク

の
入
っ
た
、
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
置
か

れ
て
い
る
。

ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
も
、
ダ
ー
レ
ン
ス

キ
ー
の
姿
を
愛
お
し
げ
に
見
つ
め
て
い
る
、

ア
ナ
ベ
ラ
。

そ
こ
へ
、
ハ
ル
キ
、
ユ
ウ
ジ
、
ヒ
ト
ミ
の

三
人
が
入
っ
て
き
て
、
輪
の
中
に
入
る
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
取
り
、
孤
児
た
ち
に
深
々

と
頭
を
下
げ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

盛
大
な
拍
手
を
す
る
孤
児
た
ち
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
手
の
平
を
孤

児
た
ち
に
見
せ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

そ
こ
に
は
手
の
平
サ
イ
ズ
の
鍵
が
あ
る
。

そ
の
鍵
を
孤
児
た
ち
に
見
せ
、
マ
ジ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
の
鍵
穴
に
差
し
込
む
、
ダ
ー
レ

ン
ス
キ
ー
。

何
が
起
こ
る
か
、
興
味
津
々
と
い
っ
た
表

情
の
ハ
ル
キ
。

ハ
ル
キ
の
顔
を
見
て
、
ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑

む
、
ヒ
ト
ミ
。

黒
い
マ
ン
ト
を
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
に
渡
す
、

ナ
ル
セ
。

ア
ナ
ベ
ラ
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
の
を
や
め
る

よ
う
に
合
図
を
す
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

そ
の
様
子
を
固
唾
を
飲
み
な
が
ら
、
真
剣
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な
表
情
で
見
つ
め
る
、
孤
児
た
ち
。

鍵
を
回
し
、
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け

る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

す
る
と
突
如
と
し
て
、
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
中
か
ら
白
い
煙
が
吹
き
出
し
て
く
る
。

煙
は
徐
々
に
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
体
を
覆

い
、
そ
し
て
中
庭
の
中
へ
と
充
満
し
て
い

く
。

煙
を
振
り
払
う
、
孤
児
た
ち
。

パ
ン
ッ
と
、
一
つ
手
を
叩
く
、
ダ
ー
レ
ン

ス
キ
ー
。

と
、
少
し
ず
つ
煙
が
晴
れ
て
き
て
、
辺
り

の
景
色
が
見
え
て
く
る
。

孤
児
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
辺
り
を
見

回
す
、
ハ
ル
キ
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

そ
の
孤
児
た
ち
の
円
の
中
心
に
い
た
は
ず

の
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
姿
が
、
見
え
な
く

な
っ
て
い
る
の
だ
。

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
辺
り
を
見
回
す
、
ハ
ル

キ
と
孤
児
た
ち
。

し
か
し
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
姿
は
ど
こ

に
も
な
い
。

と
そ
こ
へ
、
中
庭
の
入
口
か
ら
、
手
を
叩

く
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

一
斉
に
中
庭
の
入
口
の
方
を
見
る
、
ハ
ル

キ
と
孤
児
た
ち
。

そ
こ
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
両
手
を
広
げ

た
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
だ
。

再
び
ピ
ア
ノ
を
弾
き
始
め
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

中
庭
か
ら
、
孤
児
た
ち
の
円
の
中
央
へ
と

向
か
う
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。
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驚
き
な
が
ら
、
拍
手
を
す
る
孤
児
た
ち
。

ハ
ル
キ
の
側
に
来
て
頭
を
優
し
く
撫
で

る
、、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

ポ
カ
ン
と
口
を
開
け
て
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
の
顔
を
見
上
げ
る
、
ハ
ル
キ
。

と
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
が
、
ハ
ル
キ
の
耳

元
で
、
何
か
を
囁
い
た
よ
う
だ
。

何
度
も
頷
き
な
が
ら
、
ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑

む
、
ハ
ル
キ
。

円
の
中
心
へ
と
戻
っ
て
い
く
、
ダ
ー
レ
ン

ス
キ
ー
。

○
路
面
電
車
の
中

末
広
町
・
十
字
街
の
中
に
入
っ
て
く
る
、

路
面
電
車
の
中
。

愛
用
の
ラ
イ
カ
を
持
っ
て
い
る
ユ
ウ
ジ
と
、

車
窓
か
ら
外
の
風
景
を
眺
め
て
い
る
、
ハ

ル
キ
。

そ
の
他
に
は
、
数
名
の
子
ど
も
た
ち
と
、

着
物
姿
の
女
性
た
ち
が
、
数
人
乗
っ
て
い

る
。

そ
ん
な
人
々
の
姿
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中

に
残
す
、
ユ
ウ
ジ
。

路
面
電
車
の
側
を
馬
車
が
通
り
過
ぎ
て
行

く
。

そ
の
馬
車
を
見
る
ハ
ル
キ
。

一
瞬
だ
が
、
そ
の
馬
車
の
乗
客
に
は
、
ア

ナ
ベ
ラ
の
姿
が
見
え
る
。

ハ
ル
キ
「（
呟
い
て
）、
ア
ナ
ベ
ラ
？
…
」

ユ
ウ
ジ
「
ど
う
し
た
？
」

ハ
ル
キ
「
う
う
ん
…
、
何
で
も
な
い
…
」

馬
車
の
姿
が
、
路
面
電
車
の
後
方
に
見
え
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て
い
る
。

そ
の
姿
を
遠
く
見
つ
め
る
、
ハ
ル
キ
。

ユ
ウ
ジ
「
な
ぁ
？
」

ハ
ル
キ
「
何
？
」

ユ
ウ
ジ
「
あ
の
時
…
」

ハ
ル
キ
「
あ
の
時
？
」

ユ
ウ
ジ
「
何
を
言
わ
れ
た
ん
だ
？
」

ハ
ル
キ
「
…
、
何
も
…
」

ユ
ウ
ジ
に
向
か
っ
て
、
微
笑
む
ハ
ル
キ
。

路
面
電
車
が
、
十
字
街
の
駅
に
停
車
す
る
。

○
児
童
養
護
施
設
・
中
庭

変
わ
ら
ず
に
、
孤
児
た
ち
に
マ
ジ
ッ
ク
を

見
せ
て
い
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

そ
の
姿
を
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
る
、

タ
カ
コ
。

咳
を
し
な
が
ら
、
タ
カ
コ
の
頭
を
優
し
く

撫
で
て
い
る
、
シ
ズ
コ
。

と
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
が
突
然
、
タ
カ
コ

を
指
さ
し
て
、
こ
ち
ら
に
来
る
よ
う
に
と

合
図
を
す
る
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
に
指
名
さ
れ
、
戸
惑
い

の
表
情
で
、
シ
ズ
コ
の
顔
を
見
上
げ
る
、

タ
カ
コ
。

「
行
っ
て
来
な
さ
い
」
と
、
何
度
も
頷
く
、

シ
ズ
コ
。

ナ
ル
セ
に
導
か
れ
、
お
そ
る
お
そ
る
ダ
ー

レ
ン
ス
キ
ー
の
元
へ
と
向
か
う
、
緊
張
し

た
面
持
ち
の
タ
カ
コ
。

孤
児
た
ち
に
向
か
っ
て
、
両
手
を
広
げ
る
、

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

肩
を
す
く
め
緊
張
し
た
顔
の
タ
カ
コ
。
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ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
黒
い
ハ
ン
カ
チ
を
取
り

出
す
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

固
唾
を
飲
ん
で
そ
の
様
子
を
見
守
る
、
孤

児
た
ち
。

タ
カ
コ
の
目
に
、
黒
い
ハ
ン
カ
チ
で
目
隠

し
を
す
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

○
テ
ロ
ッ
プ

画
面
が
暗
く
な
り
、

テ
ロ
ッ
プ

『
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ　

リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』

○
市
民
館
・
全
景

豊
川
町
に
あ
る
、
市
民
館
。

そ
の
前
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
、
そ

の
両
親
が
集
っ
て
い
る
。

春
の
陽
光
が
差
し
込
む
中
、
何
匹
も
の
ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い
る
。

○
同
・
講
堂
・
ス
テ
ー
ジ
上

ス
テ
ー
ジ
の
雛
壇
に
、
二
十
三
体
の
ケ
ー

プ
を
来
た
人
形
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
児
童
親
善
会

か
ら
贈
ら
れ
た
人
形
た
ち
だ
。

そ
の
中
に
、『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
と
い

う
名
の
人
形
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

○
同
・
講
堂

そ
の
雛
壇
に
あ
る
二
十
三
体
の
人
形
た
ち

を
幼
稚
園
や
小
学
校
か
ら
来
た
、
代
表
の

女
の
子
た
ち
や
、
そ
の
両
親
た
ち
が
見
つ

め
て
い
る
。
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合
唱
を
始
め
る
、
女
の
子
た
ち
。

女
の
子
た
ち
「
海
の
あ
ち
ら
の
友
達
の　

ま
こ
と

の
心
の
こ
も
っ
て
る　

可
愛
い
可
愛
い
人
形
さ

ん　

あ
な
た
を
皆
で
迎
え
ま
し
ょ
う
」

そ
の
合
唱
の
中
で
、
タ
カ
コ
は
代
表
の
一

人
と
し
て
、理
事
の
男
性
か
ら
『
リ
テ
シ
ア
・

パ
ー
ム
』
を
受
け
取
る
。

嬉
し
そ
う
に
人
形
を
見
つ
め
る
、
タ
カ
コ
。

そ
の
姿
を
見
て
、
涙
を
流
す
、
母
親
の
シ

ズ
コ
。

○
錦
輝
館
前

ま
だ
多
少
の
雪
が
残
っ
て
い
る
錦
輝
館
前
。

壁
に
は
、
上
映
中
の
映
画
『
ダ
ー
レ
ン
ス

キ
ー
の
キ
ッ
ド
』
と
い
う
映
画
の
看
板
が

掛
け
ら
れ
て
い
る
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
ダ
ー
レ
ン
ス

キ
ー
が
、
小
さ
な
男
の
子
の
手
を
引
い
て

い
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
前
に
リ
ア
カ
ー
を
引
い
た
、
エ
イ
ジ

が
や
っ
て
来
る
。

リ
ア
カ
ー
に
は
、
た
く
さ
ん
の
配
達
用
の

荷
物
が
積
ま
れ
て
い
る
。

看
板
を
見
上
げ
る
、
エ
イ
ジ
。

そ
こ
へ
錦
輝
館
の
中
か
ら
、
ナ
ル
セ
が
出

て
く
る
。

ナ
ル
セ
「
今
夜
七
時
、
開
演
で
す
よ
」

エ
イ
ジ
「
え
え
…
」

ナ
ル
セ
に
軽
く
会
釈
を
し
、
先
を
急
ぐ
、

エ
イ
ジ
。
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○
第
二
東
川
小
学
校
・
全
景

函
館
大
火
前
、
ま
だ
校
舎
が
燃
え
て
い
な

い
頃
の
第
二
東
川
小
学
校
・
全
景
。

建
物
の
造
り
は
、
木
造
平
屋
の
校
舎
だ
。

○
同
・
五
年
生
の
教
室

そ
こ
は
授
業
中
の
教
室
内
。

担
任
で
あ
る
若
い
女
性
教
師
・
ミ
ゾ
グ
チ

が
、
国
語
の
授
業
を
し
て
い
る
。

ミ
ゾ
グ
チ
「
砂
山
の　

砂
に
腹
這
い
初
恋
の　

痛

み
を
遠
く
思
ひ
出
づ
る
日　

こ
の
句
を
詠
ん
だ

啄
木
は
…
」

真
剣
に
授
業
を
聞
い
て
い
る
生
徒
、
居
眠

り
を
し
て
い
る
生
徒
な
ど
様
々
だ
。

そ
ん
な
中
で
、
机
の
下
で
ミ
ゾ
グ
チ
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
編
み
物
を
し
て
い

る
生
徒
が
い
る
。

そ
れ
は
タ
カ
コ
だ
。

タ
カ
コ
が
編
ん
で
い
る
の
は
、
ど
う
や
ら

小
さ
な
帽
子
の
よ
う
だ
。

ミ
ゾ
グ
チ
「
こ
の
地
函
館
に
お
い
て
…
」

タ
カ
コ
の
方
を
見
る
、
ミ
ゾ
グ
チ
。

ど
う
や
ら
タ
カ
コ
の
内
職
に
気
が
つ
い
た

よ
う
だ
。

タ
カ
コ
の
席
に
向
か
う
、
ミ
ゾ
グ
チ
。

後
ろ
の
席
に
座
っ
て
い
る
、
タ
カ
コ
の
友

達
で
あ
る
ミ
ツ
コ
が
、
タ
カ
コ
の
肩
を
叩

く
。

ミ
ツ
コ
「
タ
カ
コ
？
」

タ
カ
コ
「
何
？
…
」

ミ
ツ
コ
「
先
生
来
る
よ
」

ふ
と
見
上
げ
る
、
タ
カ
コ
。
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そ
こ
に
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
、
タ
カ

コ
を
見
て
い
る
、
ミ
ゾ
グ
チ
が
立
っ
て
い

る
。

ミ
ゾ
グ
チ
「
タ
カ
コ
さ
ん
？
」

急
い
で
机
の
下
に
、
編
み
物
の
道
具
を
隠

そ
う
と
す
る
、
タ
カ
コ
。

タ
カ
コ
「
す
み
ま
せ
ん
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
も
う
…
、
今
月
四
回
目
よ
」

タ
カ
コ
「
す
み
ま
せ
ん
。
も
う
す
ぐ
、
リ
テ
シ
ア

の
誕
生
日
だ
か
ら
…
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
学
校
の
勉
強
も
大
事
で
し
ょ
？
」

タ
カ
コ
「
は
い
…
、
す
み
ま
せ
ん
…
」

そ
こ
へ
一
人
の
男
子
生
徒
が
、
急
に
騒
ぎ

出
す
。

男
の
子
「（
歌
う
よ
う
に
）、
リ
テ
シ
ア
の
…
、
服

を
編
む
編
む
タ
・
カ
・
コ
…
」

他
の
男
子
生
徒
も
、
つ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
歌
い
出
す
。

男
の
子
た
ち
「
リ
テ
シ
ア
の
…
、服
を
編
む
編
む
…
、

タ
・
カ
・
コ
…
、
リ
テ
シ
ア
の
…
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
こ
ら
！
静
か
に
し
な
さ
い
！
」

ミ
ツ
コ
「
う
る
さ
い
よ
ー
！
」

男
の
子
た
ち
は
、
歌
を
や
め
る
気
配
は
な

い
。

ミ
ゾ
グ
チ
「
こ
ら
！
」

ミ
ツ
コ
「
う
る
さ
い
ん
だ
っ
て
！
」

今
に
も
泣
き
出
し
て
し
ま
い
そ
う
な
、
タ

カ
コ
。

男
の
子
た
ち
「
リ
テ
シ
ア
の
…
」

突
然
席
を
立
ち
、
泣
き
出
し
て
教
室
か
ら

出
て
行
く
、
タ
カ
コ
。
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○
同
・
廊
下

教
室
を
飛
び
出
し
て
く
る
、
タ
カ
コ
。

泣
き
な
が
ら
廊
下
を
走
っ
て
い
く
。

○
同
・
音
楽
室

壁
に
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
な
ど
の
音
楽
家
の
肖
像
画
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
。

部
屋
の
奥
に
は
、
ピ
ア
ノ
が
一
台
置
か
れ

て
い
る
。

そ
の
ピ
ア
ノ
の
上
に
は
、
し
っ
か
り
と
シ

ョ
ウ
ケ
ー
ス
の
中
に
入
っ
た
、
青
い
目
の

人
形
『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
が
置
か
れ

て
い
る
。

ピ
ア
ノ
の
上
の
壁
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

書
い
た
、
歌
の
文
句
が
額
に
入
っ
て
飾
ら

れ
て
い
る
。

『
海
の
あ
ち
ら
の
友
達
の　

ま
こ
と
の
心
の

こ
も
っ
て
る　

可
愛
い
可
愛
い
人
形
さ
ん

あ
な
た
を
皆
で
迎
え
ま
し
ょ
う
』

『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
を
取
り
出
そ
う
と
、

シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
を
開
け
よ
う
と
す
る
、
タ

カ
コ
。

そ
こ
へ
タ
カ
コ
を
追
い
か
け
て
き
た
ミ
ゾ

グ
チ
が
、
音
楽
室
の
中
に
入
っ
て
く
る
。

ミ
ゾ
グ
チ
「
タ
カ
コ
さ
ん
…
」

タ
カ
コ
「
先
生
…
、
ご
め
ん
な
さ
い
…
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
い
い
の
よ
。
あ
ん
な
男
の
子
た
ち
の

こ
と
な
ん
て
ほ
っ
と
き
な
さ
い
」

ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
む
、
ミ
ゾ
グ
チ
。

タ
カ
コ
「
ご
め
ん
な
さ
い
…
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
私
も
ね
、
タ
カ
コ
さ
ん
の
気
持
ち
は
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分
か
る
の
よ
」

タ
カ
コ
「
先
生
…
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
私
だ
っ
て
、
昔
は
女
の
子
だ
っ
た
ん

だ
か
ら
」

タ
カ
コ
の
頭
を
優
し
く
撫
で
る
、
ミ
ゾ
グ

チ
。

ミ
ゾ
グ
チ
「
私
も
ね
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
っ
て
い
う
名

前
の
人
形
を
持
っ
て
た
の
」

タ
カ
コ
「
ウ
ェ
ン
デ
ィ
？
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
う
ん
。
隣
に
住
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ

人
か
ら
貰
っ
た
の
。
で
も
ね
…
」

タ
カ
コ
「
で
も
？
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
い
つ
し
か
大
人
に
な
っ
て
…
、
ウ
ェ

ン
デ
ィ
の
こ
と
な
ん
て
、
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
。
だ

か
ら
ね
…
」

タ
カ
コ
「
う
ん
」

ミ
ゾ
グ
チ
「
リ
テ
シ
ア
の
こ
と
は
、
大
事
に
し
ま

し
ょ
？
」

タ
カ
コ
を
胸
に
抱
き
し
め
る
、
ミ
ゾ
グ
チ
。

そ
の
胸
の
中
で
、
泣
き
出
し
て
し
ま
う
、

タ
カ
コ
。

○
東
川
町
・
住
宅
街
・
全
景

家
々
が
建
ち
並
ぶ
、
東
川
町
の
住
宅
街
。

夕
焼
け
が
、
家
々
を
紅
く
染
め
て
い
る
。

ま
だ
少
し
残
っ
て
い
る
雪
で
、
雪
合
戦
を

し
て
い
る
、
子
ど
も
た
ち
。

○
同
・
タ
カ
コ
の
家

今
に
も
崩
れ
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
、
タ

カ
コ
の
家
。
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○
同
・
寝
室

布
団
の
上
で
横
に
な
っ
て
い
る
、
シ
ズ
コ
。

顔
は
青
白
く
、
咳
が
止
め
ど
な
く
出
て
い

る
。

そ
ん
な
シ
ズ
コ
の
枕
元
に
は
『
リ
テ
シ
ア
・

パ
ー
ム
』
を
大
事
そ
う
に
抱
え
、
頭
に
は

バ
ラ
の
飾
り
を
し
た
、
小
さ
な
額
に
入
っ

た
タ
カ
コ
の
写
真
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
へ
、
お
粥
を
持
っ
た
タ
カ
コ
が
入
っ

て
く
る
。

体
を
少
し
起
こ
す
、
シ
ズ
コ
。

シ
ズ
コ
「
ゴ
ホ
ッ
…
、
ゴ
ホ
ッ
…
」

タ
カ
コ
「
大
丈
夫
？
」

シ
ズ
コ
「
大
丈
夫
よ
…
」

そ
ん
な
シ
ズ
コ
に
、
お
粥
を
食
べ
さ
せ
る
、

タ
カ
コ
。

シ
ズ
コ
「
お
父
さ
ん
は
、
帰
っ
て
き
た
？
」

タ
カ
コ
「
う
う
ん
、
ま
だ
」

シ
ズ
コ
「
そ
う
…
、
ゴ
ホ
ッ
…
」

タ
カ
コ
「
お
母
さ
ん
…
」

シ
ズ
コ
「
ご
め
ん
ね
…
、
お
前
に
心
配
ば
か
り
か

け
て
し
ま
っ
て
…
」

タ
カ
コ
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
…
」

何
と
か
お
粥
を
食
べ
る
、
シ
ズ
コ
。

○
タ
カ
コ
の
家
の
前

そ
こ
へ
、
リ
ア
カ
ー
を
引
い
た
疲
れ
切
っ

た
様
子
の
エ
イ
ジ
が
、
家
の
前
に
や
っ
て

来
る
。

荷
物
は
全
て
配
達
し
た
よ
う
だ
。

そ
ん
な
エ
イ
ジ
の
頭
上
を
一
匹
の
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い
る
。
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エ
イ
ジ
「（
見
上
げ
て
）、
何
で
…
、
こ
ん
な
時
期

に
…
」エ

イ
ジ
の
頭
上
高
く
、
舞
い
上
が
っ
て
い

く
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
。

○
同
・
寝
室

寝
室
の
中
に
入
っ
て
く
る
、
エ
イ
ジ
。

エ
イ
ジ
「
た
だ
い
ま
」

タ
カ
コ
「
お
帰
り
な
さ
い
」

エ
イ
ジ
「
シ
ズ
コ
？
気
分
は
ど
う
だ
？
」

シ
ズ
コ
「
え
え
。
少
し
は
…
、
ゴ
ホ
ッ
…
」

タ
カ
コ
「
大
丈
夫
？
」

シ
ズ
コ
「
大
丈
夫
よ
。
ね
ぇ
、
あ
な
た
？
」

エ
イ
ジ
「
何
だ
？
」

シ
ズ
コ
「
た
ま
に
は
…
、
タ
カ
コ
を
活
動
に
で
も

連
れ
て
い
っ
て
あ
げ
て
」

エ
イ
ジ
「
活
動
？
錦
輝
館
へ
か
？
」

シ
ズ
コ
「
え
え
」

タ
カ
コ
「
い
い
よ
。
お
母
さ
ん
お
い
て
、
そ
ん
な

所
に
な
ん
て
行
け
な
い
よ
」

エ
イ
ジ
「
そ
う
だ
よ
。
お
前
を
一
人
に
は
で
き
な

い
よ
」

シ
ズ
コ
「
ゴ
ホ
ッ
…
、
今
ね
、
面
白
そ
う
な
の
を

上
映
し
て
る
の
よ
」

エ
イ
ジ
に
一
枚
の
チ
ラ
シ
を
渡
す
、
シ
ズ

コ
。

そ
れ
は
錦
輝
館
で
上
映
し
て
い
る
、『
ダ
ー

レ
ン
ス
キ
ー
の
キ
ッ
ド
』
の
チ
ラ
シ
だ
。

チ
ラ
シ
を
見
る
、
タ
カ
コ
。

シ
ズ
コ
「
あ
の
手
品
師
の
人
が
、
作
っ
た
映
画
み

た
い
よ
」

シ
ズ
コ
に
チ
ラ
シ
を
返
す
、
タ
カ
コ
。
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タ
カ
コ
「
う
う
ん
。
行
け
な
い
よ
」

エ
イ
ジ
「
お
前
が
元
気
に
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
で

一
緒
に
行
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
？
」

シ
ズ
コ
「
私
…
、
ゴ
ホ
ッ
…
、
良
く
な
ん
て
な
ら

な
い
わ
…
」

タ
カ
コ
「
お
母
さ
ん
、そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
」

エ
イ
ジ
「
そ
う
だ
よ
」

シ
ズ
コ
「
ご
め
ん
ね
。
で
も
ね
、
私
、
タ
カ
コ
の

笑
っ
て
い
る
顔
…
、
し
ば
ら
く
見
て
な
い
も
の
。

い
っ
つ
も
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
…
、
私
…
、

悲
し
ま
せ
て
ば
か
り
…
」

タ
カ
コ
「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
」

泣
き
出
し
て
し
ま
う
、
タ
カ
コ
。

シ
ズ
コ
「
ね
ぇ
、
あ
な
た
、
お
願
い
？
タ
カ
コ
の

笑
い
顔
が
見
た
い
の
」

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
…
、
ど
う
す
る
？
」

タ
カ
コ
「
…
」

シ
ズ
コ
「
タ
カ
コ
…
、
行
っ
て
来
て
」

シ
ズ
コ
の
真
剣
な
眼
差
し
を
見
つ
め
る
、

タ
カ
コ
。

タ
カ
コ
「
う
ん
。
分
か
っ
た
」

シ
ズ
コ
「
そ
う
。
あ
り
が
と
…
、
ゴ
ホ
ッ
…
、
ゴ

ホ
ッ
…
（
激
し
く
咳
き
込
む
）」

エ
イ
ジ
「
大
丈
夫
か
？
」

シ
ズ
コ
「
え
え
。
私
…
、少
し
眠
く
な
っ
た
み
た
い
」

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
、
少
し
休
ま
せ
て
あ
げ
よ
う
」

タ
カ
コ
「
う
ん
…
」

エ
イ
ジ
に
手
を
引
か
れ
て
、
寝
室
か
ら
出

て
い
く
、
タ
カ
コ
。

ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
ん
で
、
静
か
に
眠
り
に

落
ち
る
、
シ
ズ
コ
。
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○
児
童
養
護
施
設
・
中
庭

黒
い
ハ
ン
カ
チ
で
目
隠
し
を
さ
れ
て
い
る
、

タ
カ
コ
。

そ
の
目
隠
し
を
外
す
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

中
庭
に
い
た
は
ず
の
孤
児
や
ハ
ル
キ
た
ち

の
姿
が
ど
こ
に
も
い
な
い
の
だ
。

た
だ
そ
こ
に
い
る
の
は
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
と
タ
カ
コ
だ
け
だ
。

タ
カ
コ
「
こ
こ
は
…
、
ど
こ
？
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
君
の
…
、
未
来
の
中
…
」

タ
カ
コ
「
未
来
？
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
そ
う
…
」

右
手
を
広
げ
、
ふ
う
っ
と
息
を
吹
き
か
け

る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

そ
こ
か
ら
何
百
匹
も
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
、

舞
い
上
が
っ
て
き
た
の
だ
。

驚
き
の
表
情
で
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
を
見
上

げ
る
、
タ
カ
コ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
君
の
…
、
命
を
救
う
も
の
…
」

タ
カ
コ
「
私
の
…
、
命
？
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
そ
う
…
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
…
」

そ
っ
と
目
を
つ
ぶ
る
、
タ
カ
コ
。

も
う
一
度
、
黒
い
ハ
ン
カ
チ
で
、
タ
カ
コ

を
目
隠
し
す
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

画
面
が
暗
く
な
る
。

○
錦
輝
館
前

『
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
キ
ッ
ド
・
今
宵
、
初

日
』
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
が
、
少
し
強
い

風
に
揺
ら
れ
て
い
る
。

錦
輝
館
の
前
に
は
、
た
く
さ
ん
の
映
画
を
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楽
し
み
に
し
て
い
る
函
館
市
民
が
列
を
な

し
て
並
ん
で
い
る
。

そ
の
列
の
最
後
尾
に
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い

た
エ
イ
ジ
、
そ
の
荷
台
に
は
タ
カ
コ
が
乗

っ
て
い
る
。

エ
イ
ジ
「
す
ご
い
人
だ
な
…
」

荷
台
か
ら
下
り
る
、
タ
カ
コ
。

タ
カ
コ
「
う
ん
…
」

エ
イ
ジ
「
ど
う
し
た
？
」

タ
カ
コ
「
お
母
さ
ん
…
、
大
丈
夫
か
な
…
」

エ
イ
ジ
「
心
配
だ
け
ど
、お
母
さ
ん
の
願
い
な
ん
だ
。

お
前
が
笑
う
こ
と
」

タ
カ
コ
「
う
ん
…
」

エ
イ
ジ
「
ほ
ら
、
並
ぶ
ぞ
？
」

エ
イ
ジ
に
手
を
引
か
れ
て
、
最
後
尾
に
並

ぶ
、
タ
カ
コ
と
エ
イ
ジ
。

○
同
・
錦
輝
館
・
中

人
々
の
熱
気
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
、
錦

輝
館
の
中
。

ス
テ
ー
ジ
に
は
幕
が
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。

人
々
は
今
か
今
か
と
、
開
演
を
待
ち
わ
び

て
い
る
。

下
足
番
や
中
売
り
の
少
年
た
ち
が
、
観
客

た
ち
に
食
べ
物
な
ど
を
売
り
つ
け
て
い
る
。

そ
こ
へ
エ
イ
ジ
と
タ
カ
コ
が
、
館
内
に
入

っ
て
く
る
。

タ
カ
コ
「
す
ご
い
人
…
」

エ
イ
ジ
「
一
番
後
ろ
し
か
、
開
い
て
な
い
ぞ
？
」

タ
カ
コ
「
う
ん
。
そ
こ
で
い
い
」

一
番
後
ろ
の
席
に
座
る
、
エ
イ
ジ
と
タ
カ

コ
。
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○
住
吉
町
・
住
宅
街

家
々
が
建
ち
並
ぶ
、
住
吉
町
の
住
宅
街
。

そ
の
一
軒
の
家
か
ら
、
火
の
手
が
あ
が
る
。

火
の
粉
が
瞬
く
間
に
、
次
々
と
建
物
に
降

り
注
い
で
い
く
。

○
錦
輝
館
・
中

人
々
の
熱
気
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
、
錦

輝
館
の
中
。

開
演
を
知
ら
せ
る
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
静
ま

り
返
る
、
館
内
。

館
内
の
照
明
が
落
ち
、
ス
テ
ー
ジ
の
幕
が

上
が
る
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
り
、
そ
こ
に
ダ

ー
レ
ン
ス
キ
ー
が
現
れ
る
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
皆
様
…
、
よ
う
こ
そ
…
」

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
取
り
、
観
客
に
向
か
っ

て
深
々
と
頭
を
下
げ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
。

ピ
ア
ノ
を
弾
き
始
め
る
、
ナ
ル
セ
。

頭
を
上
げ
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
か
ら
、
数
本

の
ナ
イ
フ
を
取
り
出
す
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
。

そ
の
う
ち
の
一
本
を
天
井
に
向
か
っ
て
放

り
投
げ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

ナ
イ
フ
は
天
井
に
刺
さ
っ
た
の
か
、
落
ち

て
こ
な
い
。

も
う
一
本
、
ま
た
も
う
一
本
と
天
井
に
ナ

イ
フ
を
放
り
投
げ
る
が
、
一
本
も
落
ち
て

こ
な
い
。

驚
き
の
声
を
上
げ
る
、
観
客
た
ち
。

観
客
た
ち
を
見
渡
し
、
パ
ン
ッ
と
一
つ
手
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を
叩
く
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

天
井
か
ら
、
放
り
投
げ
た
ナ
イ
フ
の
本
数

の
数
の
白
い
鳩
が
出
て
き
た
の
だ
。

観
客
の
頭
上
を
飛
ぶ
、
白
い
鳩
。

驚
き
の
声
を
上
げ
る
、
観
客
た
ち
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
で
は
…
」

そ
こ
へ
、
大
慌
て
の
一
人
の
男
が
、
館
内

に
入
っ
て
く
る
。

男
「
た
、
大
変
だ
ぁ
ー
！
火
事
だ
ぁ
ー
！
」

一
瞬
ざ
わ
め
い
た
観
客
た
ち
、
す
ぐ
に
パ

ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
。

タ
カ
コ
「
お
父
さ
ん
？
」

タ
カ
コ
の
手
を
取
り
、
外
に
飛
び
出
す
、

タ
カ
コ
と
エ
イ
ジ
。

ぶ
つ
か
り
合
い
、
あ
る
い
は
人
が
人
を
踏

み
、
押
し
合
い
へ
し
合
い
の
パ
ニ
ッ
ク
状

態
の
館
内
。

ス
テ
ー
ジ
上
の
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
と
ナ
ル

セ
も
、
上
手
側
か
ら
外
へ
と
脱
出
す
る
。

○
同
・
錦
輝
館
外

次
か
ら
次
へ
と
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
、
外
へ

と
飛
び
出
し
て
く
る
、
観
客
た
ち
。

そ
こ
へ
タ
カ
コ
と
エ
イ
ジ
が
、
外
へ
と
飛

び
出
し
て
く
る
。

少
し
先
の
上
空
を
見
る
、
エ
イ
ジ
。

そ
こ
に
は
天
に
ま
で
届
き
そ
う
な
勢
い
の

炎
が
、
函
館
の
街
を
包
み
込
ん
で
い
る
。

呆
然
と
し
て
い
る
、
エ
イ
ジ
。

タ
カ
コ
「
お
父
さ
ん
！
」

タ
カ
コ
に
叩
か
れ
、
我
に
返
る
、
エ
イ
ジ
。
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エ
イ
ジ
「
シ
ズ
コ
…
」

タ
カ
コ
「
お
母
さ
ん
が
…
」

エ
イ
ジ
「
あ
あ
…
、
そ
う
だ
！
」

タ
カ
コ
「
お
父
さ
ん
！
お
母
さ
ん
が
！
」

エ
イ
ジ
の
手
を
引
き
、走
り
出
す
、タ
カ
コ
。

パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
逃
げ
ま
ど
う
函
館
市

民
た
ち
。

ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
を
立
て
、
次
々
と
函
館
の

街
に
火
の
手
が
あ
が
っ
て
く
る
。

○
東
川
町
の
街
並
み

強
い
風
に
吹
か
れ
、
火
の
手
が
次
か
ら
次

へ
と
建
物
に
燃
え
広
が
っ
て
い
る
。

逃
げ
ま
ど
う
函
館
市
民
た
ち
、
消
火
活
動

を
行
っ
て
い
る
市
民
た
ち
な
ど
、
パ
ニ
ッ

ク
状
態
だ
。

そ
ん
な
中
を
精
一
杯
の
力
で
走
っ
て
い
る
、

タ
カ
コ
と
エ
イ
ジ
。

○
走
る
タ
カ
コ
と
エ
イ
ジ

懸
命
な
表
情
で
走
っ
て
い
る
、
タ
カ
コ
と

エ
イ
ジ
。

自
宅
は
も
う
目
の
前
だ
。

○
タ
カ
コ
の
家

タ
カ
コ
の
家
の
周
り
も
、
徐
々
に
炎
に
包

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
へ
、
懸
命
な
表
情
で
走
っ
て
き
た
、

タ
カ
コ
と
エ
イ
ジ
が
到
着
す
る
。

タ
カ
コ
「
お
母
さ
ん
！
」

エ
イ
ジ
「
シ
ズ
コ
！
」

急
い
で
家
の
中
に
入
る
、
タ
カ
コ
と
エ
イ
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ジ
。

○
同
・
寝
室

苦
し
そ
う
な
状
態
で
、
逃
げ
よ
う
と
し
て
、

布
団
か
ら
起
き
上
が
っ
て
い
る
、
シ
ズ
コ
。

そ
こ
へ
、
タ
カ
コ
と
エ
イ
ジ
が
、
寝
室
の

中
に
入
っ
て
く
る
。

タ
カ
コ
「
お
母
さ
ん
！
」

エ
イ
ジ
「
シ
ズ
コ
！
」

シ
ズ
コ
「
タ
カ
コ
…
、
良
か
っ
た
…
」

シ
ズ
コ
の
無
事
を
確
認
し
、
安
堵
の
表
情

を
浮
か
べ
る
、
タ
カ
コ
。

タ
カ
コ
「
良
か
っ
た
…
」

ど
う
や
ら
シ
ズ
コ
は
、
気
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。

タ
カ
コ
「
お
母
さ
ん
！
」

エ
イ
ジ
「
大
丈
夫
。
気
を
失
っ
た
だ
け
だ
」

シ
ズ
コ
を
抱
き
か
か
え
る
、
エ
イ
ジ
。

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
…
、
早
く
逃
げ
な
い
と
…
」

寝
室
を
出
る
、
タ
カ
コ
と
シ
ズ
コ
を
抱
え

た
エ
イ
ジ
。

○
同
・
外タ

カ
コ
の
家
の
そ
ば
ま
で
火
の
手
が
迫
っ

て
い
る
。

そ
こ
へ
家
の
外
に
出
て
く
る
、
タ
カ
コ
と

シ
ズ
コ
を
抱
え
た
エ
イ
ジ
。

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
、
行
く
ぞ
？
」

火
の
手
の
先
を
見
る
、
タ
カ
コ
。

そ
れ
は
も
う
目
前
ま
で
迫
っ
て
い
る
。

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
？
急
げ
！
」

タ
カ
コ
「（
呟
い
て
）、
リ
テ
シ
ア
…
」



��

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
？
」

タ
カ
コ
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
お
父
さ
ん
…
」

エ
イ
ジ
「
お
い
？
タ
カ
コ
！
」

第
二
東
川
小
学
校
へ
と
向
か
っ
て
、
走
り

出
す
、
タ
カ
コ
。

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
！
バ
カ
は
よ
す
ん
だ
！
」

父
親
の
叫
び
も
虚
し
く
、
走
り
出
す
、
タ

カ
コ
。

○
テ
ロ
ッ
プ

画
面
が
暗
く
な
り
、

テ
ロ
ッ
プ

『
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅳ　

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
』

○
児
童
養
護
施
設
・
中
庭

草
花
が
生
い
茂
る
、
夏
の
日
、
夕
暮
れ
時

の
児
童
養
護
施
設
の
中
庭
。

庭
中
に
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い
る
。

ナ
ル
セ
は
、
ピ
ア
ノ
で
ワ
ル
ツ
を
奏
で
て

い
る
。

そ
ん
な
中
で
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
と
ア
ナ

ベ
ラ
が
、
手
を
取
り
合
っ
て
踊
っ
て
い
る
。

そ
の
見
つ
め
合
う
瞳
と
瞳
。

庭
中
を
使
っ
て
、
踊
る
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー

と
ア
ナ
ベ
ラ
。

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
、
そ
ん
な
二
人
を
祝
福

す
る
よ
う
に
舞
っ
て
い
る
。

た
だ
し
か
し
、
中
庭
の
入
口
に
は
、
訝
し

げ
な
表
情
の
司
祭
が
一
人
、
そ
の
様
子
を

だ
ま
っ
て
見
つ
め
て
い
る
の
が
見
え
る
。
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○
錦
輝
館
・
外

上
映
中
の
映
画
『
イ
タ
リ
ア
縞
模
様
の
シ

ル
ク
ハ
ッ
ト
』
の
看
板
の
下
に
、
ア
ナ
ベ

ラ
の
看
板
を
取
り
付
け
て
い
る
、
ナ
ル
セ
。

そ
の
様
子
を
何
人
か
の
通
行
人
た
ち
が
見

つ
め
て
い
る
。

○
同
・
中ス

テ
ー
ジ
上
で
、
情
熱
的
に
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
い
る
の
は
、
ア
ナ
ベ
ラ
だ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
愛
お
し
げ
に
そ
の

姿
を
見
つ
め
て
い
る
。

オ
オ
コ
ウ
チ
、
マ
リ
ア
の
三
人
は
、
ア
ナ

ベ
ラ
の
音
色
に
う
っ
と
り
と
し
て
、
聴
き

惚
れ
て
い
る

○
同
・
外
・
裏
側

そ
こ
は
非
常
口
の
あ
る
、
錦
輝
館
の
裏
側

だ
。

そ
こ
に
、
こ
そ
こ
そ
と
や
っ
て
来
た
の
は
、

サ
ト
ル
だ
。

裏
口
か
ら
忍
び
込
み
、
非
常
口
を
開
け
よ

う
と
す
る
、
サ
ト
ル
。

し
か
し
、
非
常
口
は
鍵
が
掛
か
っ
て
い
て
、

開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

サ
ト
ル
「
く
そ
っ
」

サ
ト
ル
は
、
も
う
少
し
奥
に
あ
る
、
通
気

口
の
所
へ
と
向
か
う
。

サ
ト
ル
「
こ
こ
な
ら
…
」

通
気
口
の
網
を
持
っ
て
い
る
ナ
イ
フ
で
、

無
理
矢
理
外
そ
う
と
す
る
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
あ
と
も
う
ち
ょ
っ
と
…
」
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通
気
口
の
網
が
外
れ
、
ち
ょ
う
ど
サ
ト
ル

一
人
分
が
入
れ
そ
う
な
通
路
が
続
い
て
い

る
。

そ
の
中
に
入
っ
て
い
く
、
サ
ト
ル
。

○
同
・
中ス

テ
ー
ジ
上
で
、
情
熱
的
に
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
い
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

オ
オ
コ
ウ
チ
と
マ
リ
ア
は
、
そ
ん
な
ピ
ア

ノ
の
音
色
に
聴
き
惚
れ
て
い
る
。

ア
ナ
ベ
ラ
に
近
寄
り
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
ア

ナ
ベ
ラ
の
手
を
つ
か
む
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ

ー
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
？
…
」

ピ
ア
ノ
を
弾
く
の
を
や
め
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
？
…
、
ど
う
し
た
の
？
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ア
ナ
ベ
ラ
…
、
す
ま
な
い
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
？
…
ど
う
し
た
の
？
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
異
変
に
気
づ
き
、
不

思
議
そ
う
に
見
つ
め
る
、
オ
オ
コ
ウ
チ
と

マ
リ
ア
。

オ
オ
コ
ウ
チ
「
ど
う
し
ま
し
た
？
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
い
や
、
何
で
も
な
い
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
？
…
、
私
何
か
…
、
い
け

な
い
こ
と
を
？
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
い
や
…
、
君
は
悪
く
な
い
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
に
背
を
向
け
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス

キ
ー
。

ど
う
や
ら
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
泣
い
て

い
る
よ
う
だ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ア
ナ
ベ
ラ
…
、
君
の
ピ
ア
ノ

の
音
色
を
聴
い
て
…
、
自
分
の
愚
か
さ
に
…
。
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気
づ
い
た
よ
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
元
へ
と
駆
け
寄
る
、

ア
ナ
ベ
ラ
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
ダ
ー
レ
ン
…
、
も
う
そ
れ
以
上
言
わ

な
く
て
も
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
…
、

君
を
手
放
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
ん
だ
。
す
ま

な
い
…
」

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
背
中
を
そ
っ
と
抱
き

し
め
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
す
ま
な
か
っ
た
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
手
を
し
っ
か
り
と
握
り
し
め
る
、

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

左
手
の
薬
指
に
は
め
て
い
る
指
輪
が
、
七

色
に
光
っ
て
い
る
。

○
同
・
通
気
口
の
中

通
気
口
の
中
を
這
っ
て
い
る
、
サ
ト
ル
。

そ
の
先
に
光
が
見
え
て
く
る
。

サ
ト
ル
「
あ
と
ち
ょ
っ
と
…
」

通
気
口
の
出
口
に
手
を
掛
け
る
、
サ
ト
ル
。

と
、
そ
の
瞬
間
、
ニ
タ
っ
と
笑
う
、
ナ
ル

セ
の
顔
が
突
如
と
し
て
現
れ
る
。

サ
ト
ル
「
わ
ぁ
！
」

驚
い
て
悲
鳴
を
上
げ
る
、
サ
ト
ル
。

ナ
ル
セ
「
ま
た
お
前
か
…
」

ナ
ル
セ
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
通
気
口
か
ら

出て
く
る
、
サ
ト
ル
。

○
同
・
中ス

テ
ー
ジ
上
で
抱
き
合
っ
て
い
る
、
ダ
ー
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レ
ン
ス
キ
ー
と
ア
ナ
ベ
ラ
。

そ
こ
へ
、
耳
を
引
っ
張
ら
れ
て
、
ナ
ル
セ

に
連
れ
ら
れ
た
サ
ト
ル
が
や
っ
て
来
る
。

ナ
ル
セ
「
旦
那
…
」

ナ
ル
セ
の
方
を
見
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
ま
た
君
か
…
」

ナ
ル
セ
「
通
気
口
か
ら
侵
入
し
て
や
し
た
」

ス
テ
ー
ジ
上
に
放
り
出
さ
れ
、
座
り
込
ん

で
し
ま
う
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
け
っ
！
煮
る
な
り
焼
く
な
り
、
好
き
に

し
ろ
っ
て
ん
だ
」

お
互
い
の
顔
を
見
て
、
た
め
息
を
つ
く
、

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
と
ナ
ル
セ
。

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
「
も
う
こ
こ
に
は
来
な
い
と
、

約
束
し
た
は
ず
だ
」

サ
ト
ル
「
だ
か
ら
、
煮
る
な
り
焼
く
な
り
し
ろ
っ

て
ん
だ
」

ナ
ル
セ
「
ど
う
し
や
す
？
」

そ
こ
へ
、
ア
ナ
ベ
ラ
が
サ
ト
ル
の
元
へ
と

近
づ
い
て
い
く
。

ア
ナ
ベ
ラ
を
、
見
上
げ
る
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
あ
…
、
お
…
、
お
姫
様
…
」

心
臓
の
辺
り
を
押
さ
え
る
、
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
の
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
い
っ
て
る
よ

う
だ
。

ア
ナ
ベ
ラ
「
大
丈
夫
？
」

ア
ナ
ベ
ラ
の
顔
が
、
サ
ト
ル
の
顔
に
急
接

近
す
る
。

顔
を
赤
ら
め
、
硬
直
状
態
の
サ
ト
ル
。

サ
ト
ル
「
あ
…
、
あ
…
、
あ
…
」

ナ
ル
セ
「
ア
ナ
ベ
ラ
さ
ん
…
、
あ
ん
ま
り
近
づ
か

な
い
方
が
…
」
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ア
ナ
ベ
ラ
「
大
丈
夫
よ
」

サ
ト
ル
「
あ
…
、
あ
…
、
あ
…
」

ア
ナ
ベ
ラ
「
私
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
の
ね
？
」

サ
ト
ル
「
あ
…
、
あ
…
、
な
…
、
何
て
？
…
」

通
訳
を
す
る
、
オ
オ
コ
ウ
チ
。

オ
オ
コ
ウ
チ
「
彼
女
の
こ
と
が
好
き
な
の
か
と
」

激
し
く
何
度
も
頷
く
、
サ
ト
ル
。

オ
オ
コ
ウ
チ
「（
ア
ナ
ベ
ラ
に
）、そ
う
み
た
い
で
す
」

ア
ナ
ベ
ラ
「
あ
り
が
と
。
彼
を
…
、
役
者
に
し
て

み
た
ら
？
」

肩
を
す
く
め
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
。

サ
ト
ル
「
あ
…
、
あ
…
、
あ
…
」

ク
ス
ッ
と
笑
い
、
サ
ト
ル
の
額
に
そ
っ
と

口
づ
け
を
す
る
、
ア
ナ
ベ
ラ
。

そ
の
ま
ま
失
神
し
て
し
ま
う
、
サ
ト
ル
。

顔
を
見
合
わ
せ
る
、
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
と

ナ
ル
セ
。

○
チ
ャ
チ
ャ
登
り

坂
を
登
っ
て
い
る
、
ハ
ル
キ
と
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
は
息
も
絶
え
絶
え
で
、
ハ
ル
キ
か

ら
少
し
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
ハ
ル
キ
と
ユ
ウ
ジ
の
周
り
を
何
匹

も
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い
る
。

ハ
ル
キ
「
父
さ
ん
！
早
く
！
」

ユ
ウ
ジ
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
よ
…
」

ハ
ル
キ
「
だ
ら
し
な
い
な
ぁ
…
」

ユ
ウ
ジ
「
は
ぁ
は
ぁ
…
、
少
し
前
ま
で
、
お
前
に

は
負
け
な
か
っ
た
の
に
な
…
」

ユ
ウ
ジ
の
腰
が
ど
ん
ど
ん
と
曲
が
っ
て
い

く
。

ハ
ル
キ
「
ち
ょ
っ
と
し
っ
か
り
し
て
よ
」
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ユ
ウ
ジ
「
う
る
さ
い
よ
…
」

よ
う
や
く
ハ
ル
キ
に
追
い
つ
く
、
ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
は
ぁ
は
ぁ
…
、な
ぁ
…
、そ
う
言
え
ば
…
」

ハ
ル
キ
「
何
？
」

ユ
ウ
ジ
「
あ
の
男
は
ど
う
な
っ
た
ん
だ
？
」

ハ
ル
キ
「
ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
こ
と
？
」

ユ
ウ
ジ
「
そ
う
」

ハ
ル
キ
「
知
ら
な
い
ん
だ
」

ユ
ウ
ジ
「
知
ら
な
い
」

ハ
ル
キ
「
何
て
い
う
か
な
…
、
そ
の
…
、
奇
跡
に

な
っ
た
…
」

ユ
ウ
ジ
「
奇
跡
？
…
」

チ
ャ
チ
ャ
登
り
を
上
が
り
き
っ
た
、
ハ
ル

キ
と
ユ
ウ
ジ
。

し
か
し
、
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
は
ず
の
児

童
養
護
施
設
は
、
跡
形
も
な
く
消
え
去
っ

て
い
る
。

エ
イ
ジ
「
な
い
な
…
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
」

そ
し
て
そ
の
上
が
り
き
っ
た
場
所
に
は
、

エ
イ
ジ
と
車
い
す
乗
っ
て
い
る
の
は
、
大

事
そ
う
に
『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
を
抱

え
て
い
る
、
タ
カ
コ
だ

エ
イ
ジ
「
こ
こ
の
施
設
を
見
に
来
た
ん
で
す
か
？
」

ユ
ウ
ジ
「
え
？
え
え
、
ま
ぁ
…
」

エ
イ
ジ
「
そ
う
で
す
か
…
、
ご
覧
の
通
り
、
消
え

去
り
ま
し
た
…
」

ユ
ウ
ジ
「
消
え
去
っ
た
っ
て
い
う
の
は
？
」

エ
イ
ジ
「
ま
ぁ
…
、
言
葉
通
り
、
い
つ
の
間
に
か
、

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
」

タ
カ
コ
の
顔
を
覗
き
込
む
、
ハ
ル
キ
。

し
か
し
、
タ
カ
コ
は
何
の
反
応
も
な
い
。
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エ
イ
ジ
「
娘
で
す
」

ユ
ウ
ジ
「
娘
…
、
さ
ん
？
…
」

エ
イ
ジ
「
え
え
…
、
娘
は
退
院
し
た
ば
か
り
で
…
、

ま
ぁ
…
、
色
々
と
…
、
辛
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
…
、
す
み
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
話
を
し
て
…
」

ユ
ウ
ジ
「
い
え
…
」

振
り
返
り
、
函
館
の
街
並
み
を
見
下
ろ
す
、

ユ
ウ
ジ
。

ユ
ウ
ジ
「
な
ぁ
？
ハ
ル
キ
？
」

ハ
ル
キ
「
何
？
」

ユ
ウ
ジ
「
こ
こ
も
い
い
所
だ
な
？
た
ま
に
は
…
」

ハ
ル
キ
「
う
ん
」

と
そ
の
時
、
タ
カ
コ
の
右
手
が
挙
が
り
、

施
設
が
あ
っ
た
方
角
を
指
し
示
す
。

エ
イ
ジ
「
タ
カ
コ
？
…
、
何
か
見
え
る
の
か
い
？
」

タ
カ
コ
が
指
し
示
す
方
角
を
見
る
、
ハ
ル

キ
、
ユ
ウ
ジ
、
エ
イ
ジ
の
三
人
。

そ
こ
か
ら
、
な
ん
と
何
百
匹
も
の
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
が
舞
い
立
っ
た
の
だ
。

そ
れ
は
上
空
高
く
高
く
、
舞
い
上
が
っ
て

い
く
。

そ
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
姿
を
見
上
げ
る
、

ハ
ル
キ
、
ユ
ウ
ジ
、
エ
イ
ジ
の
三
人
。

○
走
る
タ
カ
コ

懸
命
な
表
情
で
走
る
、
タ
カ
コ
。

辺
り
は
す
で
に
火
の
手
が
ま
わ
り
、
建
物

や
家
々
が
崩
れ
落
ち
て
い
る
。

そ
の
中
を
懸
命
に
走
る
、
タ
カ
コ
。

タ
カ
コ
「
リ
テ
シ
ア
…
」

目
の
前
に
、
す
で
に
炎
に
包
ま
れ
て
い
る
、

第
二
東
川
小
学
校
の
校
舎
が
見
え
て
く
る
。
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○
第
二
東
川
小
学
校
・
外
観

炎
に
包
ま
れ
て
い
る
校
舎
。

そ
こ
へ
走
っ
て
き
た
タ
カ
コ
、
炎
も
恐
れ

ず
に
、
学
校
の
中
へ
と
入
っ
て
い
く
。

燃
え
広
が
っ
て
い
く
炎
。

○
同
・
廊
下

炎
に
包
ま
れ
て
い
る
、
廊
下
。

次
々
と
物
が
倒
れ
て
く
る
中
を
懸
命
に
走

る
、
タ
カ
コ
。

○
同
・
音
楽
室

音
楽
室
の
ド
ア
を
開
け
る
、
タ
カ
コ
。

し
か
し
す
で
に
火
の
手
が
回
っ
て
い
て
、

ピ
ア
ノ
の
上
に
あ
る
、『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー

ム
』
に
も
火
が
つ
き
そ
う
だ
。

お
そ
る
お
そ
る
、
一
歩
一
歩
、『
リ
テ
シ
ア
・

パ
ー
ム
』
に
近
づ
こ
う
と
す
る
が
、
炎
で

近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

タ
カ
コ
「
リ
テ
シ
ア
…
」

思
い
切
っ
て
、『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
の

元
へ
と
駆
け
寄
る
、
タ
カ
コ
。

タ
カ
コ
「
リ
テ
シ
ア
！
」

タ
カ
コ
が
『
リ
テ
シ
ア
・
パ
ー
ム
』
を
つ

か
ん
だ
瞬
間
、
天
井
が
崩
落
し
、
タ
カ
コ

の
上
に
瓦
礫
が
落
ち
て
く
る
。

○
第
二
東
川
小
学
校
・
上
空
か
ら
の
風
景

燃
え
上
が
っ
て
い
る
、
第
二
東
川
小
学
校

の
校
舎
。

そ
の
炎
の
勢
い
は
、
天
に
ま
で
届
き
そ
う

な
勢
い
だ
。
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と
、
そ
の
校
舎
か
ら
何
百
匹
も
の
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
が
、
上
空
へ
と
舞
い
上
が
っ
て
く

る
。

そ
し
て
、
そ
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
に
運
ば
れ

て
い
る
の
は
、
タ
カ
コ
と
『
リ
テ
シ
ア
・

パ
ー
ム
』
だ
。

気
を
失
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
確
か
に

タ
カ
コ
で
あ
る
。

函
館
上
空
を
舞
い
上
が
っ
て
い
く
、
ア
ゲ

ハ
チ
ョ
ウ
。

メ
リ
エ
ス
の
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
満

月
が
、
函
館
の
夜
空
に
輝
い
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
る
で
…
、

ダ
ー
レ
ン
ス
キ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
だ
。

○
タ
カ
コ
の
瞳
の
中

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
る
よ
う
に
、

瞳
の
瞬
き
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

そ
れ
は
タ
カ
コ
の
瞳
の
中
だ
。

し
か
し
そ
の
記
憶
は
モ
ノ
ク
ロ
の
も
の
で

は
な
く
、
カ
ラ
ー
の
も
の
だ
。

そ
の
中
に
は
、
タ
カ
コ
の
瞳
の
中
を
覗
き

込
ん
で
い
る
、
ハ
ル
キ
の
姿
が
見
え
る
。

両
手
を
振
り
、
タ
カ
コ
の
反
応
を
待
っ
て

い
る
、
ハ
ル
キ
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
第
二
東
川
小
学
校

の
火
事
の
後
だ
。

崩
れ
落
ち
た
瓦
礫
の
上
に
、
不
思
議
と
シ

ル
ク
ハ
ッ
ト
だ
け
が
燃
え
ず
に
残
っ
て
い
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る
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

瞬
き
が
一
つ
。

そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
両
手
を
振
り
、
反

応
を
待
っ
て
い
る
、
ハ
ル
キ
の
姿
だ
。

た
だ
今
度
は
、
タ
カ
コ
の
瞳
も
ハ
ル
キ
の

動
き
に
合
わ
せ
て
動
い
て
い
る
よ
う
だ
。

嬉
し
そ
う
な
表
情
の
ハ
ル
キ
の
顔
が
見
え

る
。

タ
カ
コ
の
意
識
が
回
復
し
た
よ
う
だ
。

何
度
も
何
度
も
瞬
き
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

く
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト

風
に
揺
ら
れ
て
、
函
館
市
内
上
空
を
舞
っ

て
い
る
、
縞
模
様
の
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
。

そ
れ
を
追
い
か
け
て
い
る
、
サ
ト
ル
。

手
が
届
き
そ
う
で
届
か
な
い
。

そ
れ
は
五
稜
郭
か
ら
函
館
駅
前
、
そ
し
て

二
十
間
坂
の
上
を
舞
っ
て
い
る
。

や
が
て
そ
れ
は
函
館
山
上
空
ま
で
舞
っ
て

い
く
。

そ
の
映
像
に
合
わ
せ
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

流
れ
て
い
く
。

（
終
わ
り
）
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